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むつ市議会第２２０回定例会会議録 第２号

平成２６年６月１２日（木曜日）午前１０時開議議事日程 第２号

◎諸般の報告

【議案一括上程、提案理由説明】

第１ 議案第35号 財産の取得について

（むつ市消防団大畑消防団第１分団配備の消防ポンプ自動車を老朽化に伴い更新するた

めのもの）

第２ 議案第36号 財産の取得について

（脇野沢庁舎配備の除雪ドーザを老朽化に伴い更新するためのもの）

【一般質問】

第３ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）２番 横 垣 成 年 議員

（２）17番 村 中 徹 也 議員

（３）３番 工 藤 孝 夫 議員

（４）９番 東 健 而 議員

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（山本留義） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は25人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（山本留義） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

本日市長職務代理者副市長から、今定例会に議

案２件を追加提案したい旨の申し入れがあり、先

ほど開催した議会運営委員会で本日この後上程す

ることが決定されておりますので、ご報告申し上

げます。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（山本留義） 本日の会議は議事日程第２号

により議事を進めます。

◎日程第１～日程第２ 議案一括上程、

提案理由説明

〇議長（山本留義） 日程第１ 議案第35号 財産

の取得について及び日程第２ 議案第36号 財産

の取得についての２件を一括議題といたします。

市長職務代理者副市長から提案理由の説明を求

めます。市長職務代理者副市長。

（新谷加水市長職務代理者副市長登壇）

〇市長職務代理者副市長（新谷加水） ただいま追

加上程されました議案第35号及び議案第36号の財

産の取得について、提案理由及び内容の概要をご

説明申し上げ、ご審議の参考に供したいと存じま

す。

これら２議案は、むつ市消防団大畑消防団第１

分団に配備しております消防ポンプ自動車及び脇

野沢庁舎に配備しております除雪ドーザについ

て、老朽化が著しいことから車両を更新するため

のものであります。

以上をもちまして、追加上程されました２議案

について、その大要を申し上げましたが、細部に

つきましては、議事の進行に伴いまして、ご質問

により詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案どおり御議決賜り

ますようお願い申し上げる次第でございます。

〇議長（山本留義） これで、提案理由の説明を終

わります。

ただいま上程されました議案第35号及び議案第

36号については、６月16日に質疑及び委員会付託

を行いますので、ご了承願います。

◎日程第３ 一般質問

〇議長（山本留義） 次は、日程第３ 一般質問を

行います。

質問の順序は、抽せんにより横垣成年議員、村

中徹也議員、工藤孝夫議員、東健而議員、池光

弘議員、鎌田ちよ子議員、浅利竹二郎議員の順と

なっております。

本日は、横垣成年議員、村中徹也議員、工藤孝

夫議員、東健而議員の一般質問を行います。

◎横垣成年議員

〇議長（山本留義） まず、横垣成年議員の登壇を

求めます。２番横垣成年議員。

（２番 横垣成年議員登壇）

〇２番（横垣成年） おはようございます。日本共

産党の横垣成年です。むつ市議会第220回定例会
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に当たり一般質問を行います。市長職務代理者初

め理事者には、前向きのご答弁よろしくお願いを

いたします。

さて、５月21日に大飯原発３、４号機に対し、

運転をしてはならないという判決が出されまし

た。判決では、次のように述べております 「ひ。

とたび深刻な事故が起これば多くの人の生命、身

体やその生活基盤に重大な被害を及ぼす事業に関

わる組織には、その被害の大きさ、程度に応じた

安全性と高度の信頼性が求められて然るべきであ

る。このことは、当然の社会的要請であるととも

に、生存を基礎とする人格権が公法、私法を問わ

ず、すべての法分野において、最高の価値を持つ

とされている以上、本件訴訟においてもよって立

つべき解釈上の指針である。個人の生命、身体、

精神及び生活に関する利益は、各人の人格に本質

的なものであって、その総体が人格権であるとい

うことができる。人格権は、憲法上の権利であり

（13条、25条 、また人の生命を基礎とするもの）

であるがゆえに、我が国の法制下においてはこれ

を超える価値を他に見出すことはできない。した

がって、この人格権、とりわけ生命を守り、生活

を維持するという人格権の根幹部分に対する具体

的侵害のおそれがあるときは、人格権そのものに

基づいて侵害行為の差止めを請求できることにな

る。人格権は、各個人に由来するものであるが、

その侵害形態が多数人の人格権を同時に侵害する

性質を有するとき、その差止めの要請が強く働く

のは理の当然である 「大きな自然災害や戦争」、

以外で、この根源的な権利が極めて広汎に奪われ

るという事態を招く可能性があるのは原子力発電

所の事故のほかは想定し難い」などとして、運転

を認めない判決を出しました。すばらしい内容で

あります。福島原発事故で15万人という多数の人

格権が侵害された。まだ収束していない。今後侵

害されるおそれがあるから運転は認められないと

いうことであります。

いまだに一時的な経済効果、原発マネーと引き

かえの原発にしがみつき、原発半島に突き進もう

としている下北半島。大飯原発判決と同様、下北

半島に住まいを構え、生き、生活をする人格権を

何人も奪うことはできません。まさに憲法が保障

し、自治体の長が保障しなければならないもので

あります。下北半島の人々が協力し合い、地域資

源を有効に活用し、雇用をふやし、人格権がもっ

ともっと大切にされる下北半島をつくっていこう

ではありませんか。

それでは、質問に入りたいと思います。

質問の１点目、屋内スポーツ施設についてであ

ります。昨年末からむつ市民体育館が閉鎖され、

むつ市民に多大な影響を及ぼしております。早期

にむつ市民体育館を建設するべきでありますが、

いまもって見通しが立っておりません。しかし、

むつ市は建設までの間、市民スポーツの便宜を最

大限図っていかなければなりません。①として、

希望者、団体の利用が可能となっているかどうか

であります。希望者、団体の利用が不可能となっ

ている事実があるかどうか、市がそれにどのよう

に対応しているのかをまずお聞きしたいと思いま

す。

②として、学校開放各施設の利用率と利用人数

についてであります。利用されていない施設、利

用率の少ない施設の原因と改善をお聞きいたしま

す。

③として、現状の見直し改善についてでありま

す。利用できる日時の変更などが可能かどうか、

これ以上改善の余地がないのかどうか、これをお

聞きいたします。

④として、高校体育館などの利活用についてで

あります。高校体育館や他の施設の利活用ができ

ないのかどうか、これもお聞きいたします。

質問の２点目であります。消防団の装備充実に
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ついてであります。東日本大震災を受け、消防団

の装備が不十分であることが指摘され、国のほう

も充実に向け動いているようであります。むつ市

も市民の安全のためにも、消防団の装備充実のた

めの動きを強めるべきであります。

まず、むつ市内の消防団の装備の現状はどのよ

うになっているのでしょうか。

次に、総務省消防庁は消防団の装備について、

昨年どのような法の改正を行ったのでしょうか。

そして、その法改正を受け、むつ市はどのような

対応をしているのかをお聞きいたします。

、 。 、質問の３点目 教育についてであります まず

教科書の選定についてです。教科書の選定に当た

っては、現場の教師の声を多く聞き、民主的な方

法で選定すべきであります。教科書の選定の手順

はどのようになっているのでしょうか。現場の教

師なども交えた民主的な方法となっているのかど

うかをお聞きいたします。

次に、小中一貫校についてであります。国、政

府の進める小中一貫校は、学力向上というか、ペ

ーパーテストに力を入れ過ぎる嫌いがあります。

心身ともに健全な児童を育成するうえで障害とな

らない程度に小中一貫校を進めるべきでありま

す。現場の教師の意見を十分に取り入れ、児童に

十分配慮しながら進めるべきであります。

そこで、小中一貫校についてのむつ市の考えを

お聞きいたします。ハード面では、川内が小中併

設校として一番先に進んでいるところでございま

す。今後このような小中併設校という形の学校建

設の予定があるのであればお聞きをいたします。

数年でむつ市内の学校全てを小中併設校にするこ

とには無理があります。数十年という期間が必要

と思います。その間、小中一貫教育を進めるうえ

でのむつ市内の学校間でのハード面でのギャップ

が生じることになります。むつ市は、ハード面で

のギャップをどのようにカバーする予定なのかを

お聞きいたします。そしてまた、小中一貫教育が

学校間で違うものとなるというソフト面でのギャ

ップをどのようにカバーするつもりなのかをお聞

きいたします。

最後に、教本「あおもり県の電気」についてで

。 「 」あります 平成23年版の教本 あおもり県の電気

は、原子力が電源の中に大きな位置を占めている

ことを示唆し、原発の負の部分、人間の手に負え

ない危険な放射性廃棄物が大量に出ることの記述

はなく、原発は安全で必要、これを児童の意識の

中に自然に植えつけようという意図があるようで

あります。

また、発行が青森県エネルギー総合対策局原子

力立地対策課ということを考えると、原発は必要

であることを教える教本であります。福島原発事

故はまだ収束をしておりません。また、世論調査

では６割以上の人が原発は廃止すべきとなってい

る状況で、原発を必要とする教本をもとに児童に

教育をするべきではありません。教本「あおもり

県の電気」の取り扱いはどのようになっているか

をお聞きいたします。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（山本留義） 市長職務代理者副市長。

（新谷加水市長職務代理者副市長登壇）

〇市長職務代理者副市長（新谷加水） 横垣議員の

ご質問にお答えいたします。

まず、屋内スポーツ施設につきましては、担当

部長よりお答えをいたします。

次に、消防についてのご質問にお答えいたしま

す。消防団の装備充実についてですが、言うまで

もなく消防団が地域住民の安心安全の確保のため

に果たす役割は大きく、市では消防団活動をより

効率的に遂行できるよう、これまで、トランシー

バー、発電機、ライフジャケットなどの必要な装

備資機材を計画的に整備してきたところでありま

す。このような中、消防団を中核とした地域防災
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力の充実強化を図り、住民の安全の確保を資する

ことを目的として、消防団を中核とした地域防災

力の充実強化に関する法律が昨年12月に公布、施

行されたことを受け、消防庁では消防団の装備の

基準及び消防団員服制基準を改正し、本年２月に

公示したところであります。

主な改正内容といたしまして、消防団の装備の

基準関係では、東日本大震災において多数の消防

団員が犠牲になったことを踏まえ、大きく分けて

次の３つの区分について充実することとしており

ます。

まず、救助用半長靴や救助胴衣等の安全確保の

装備の充実、次に情報の収集や共有、発信機能を

強化するための携帯用無線機やトランシーバー等

の双方向の情報伝達が可能な装備の充実、そして

大規模災害に対応するためのチェーンソーや油圧

ジャッキ等の救助活動用資機材の充実を図ること

とされております。また、消防団員服制基準関係

では、団員の士気向上等に資する観点から、活動

服の機能性及びデザイン性の向上を図り、安全確

保のため救助用半長靴の形式を定めることとされ

ております。

ちなみに、今回の改正に基づき、市内全ての消

防団に基準に沿った装備資機材を整備するとなれ

ば、市の財政へ大きな影響を及ぼすことが懸念さ

れますことから、今後優先順位等を定めて、中長

期的な整備計画を作成するとともに、老朽化して

いる消防団車両の更新なども含め、包括的に消防

団の装備資機材の整備をしていく必要があるもの

と考えております。

なお、消防団員服制基準につきましては、同告

示の中で市町村の規則で定められている服制につ

いては、この告示による改正後の消防団員服制基

準の規定にかかわらず、当分の間従前の例による

ことができるとされており、また現在の活動服等

について、団員から機能性についての要望等もな

いことから、市といたしましては、当分の間、現

行の服制を継続することとしております。

当市における消防団の装備の現状につきまして

は、担当から答弁させます。

次に、教育についてのご質問につきましては、

教育委員会から答弁があります。

〇議長（山本留義） 教育長。

（遠島 進教育長登壇）

〇教育長（遠島 進） 横垣議員の教育についての

ご質問にお答えいたします。

ご質問の１点目、教科書の選定についてであり

ます。教科書の選定、いわゆる教科書採択は、学

校が使用する教科書を決定することであり、４年

に１度行われます。教科書は、学校において使用

義務が課せられた主たる教材であり、今年度が小

学校教科書採択の年となっております。

さて、教科書採択までの手順につきましては、

大きく３つの段階の調査、審議を経て採択される

ことになります。第１段階は、国による調査審議

です。文部科学大臣に申請された教科書は、学習

指導要領の趣旨に即しているか、内容に誤りはな

いかなど、文部科学大臣の諮問機関である教科用

図書検定調査審議会に諮問されるとともに、教科

調査官による調査を経て、文部科学大臣に答申が

行われ、文部科学大臣はこの答申に基づき検定を

行います。

第２段階は、都道府県による調査です。文部科

学大臣の検定を経た教科書が都道府県の教育委員

会に送付され、青森県教育委員会においては、県

下の各教科に堪能な現役教員を調査員として委嘱

し、各教科ごとに調査研究を実施し、調査資料を

作成し、採択権者に送付しております。最終段階

、 、は 採択権者である市町村による調査審議ですが

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する

法律の第12条 「都道府県教育委員会は市町村の、

区域又はこれらの区域を併せた地域に、教科用図
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書採択地区を設定しなければならない」という規

定により、青森県教育委員会によって県内８地区

の教科書採択協議会が設定されております。各採

択協議会においても、県と同様に各教科に堪能な

現役教員を調査員に委嘱して、教科書の調査研究

を行い、審議を経て、最終的にその地区に属する

学校で児童が使用する教科書が採択されることに

なります。各地区の採択協議会は、市町村教育長

によって組織されておりますが、公明性、公平性

を期すために学識経験者から成る専門委員及びＰ

ＴＡなどの父母委員を加えて組織されます。

下北むつ地区協議会の採択に関しては、青森県

教育委員会の調査資料と指導助言、むつ下北管内

の全教職員が教科書見本を閲覧して意見をまとめ

た教科用図書報告書、専門教科調査員による調査

報告書、これら３点の資料をもとにむつ下北の児

童の教科学習に最も適した教科書を各教科ごとに

決定することになります。

また、今回の採択に当たっては、大湊中学校、

大間小学校の教科書センターで６月13日から７月

３日まで 教科書展示会を予定しており ６月25日、 、

号の市政だよりでも市民の皆さんへ広く開催を周

知する予定であります。

教育委員会といたしましては、今年度の教科書

採択に関しましても、従来どおり文部科学省、教

育委員会、教職員、保護者等の意見をしんしゃく

し、公平かつ公正な立場で子供たちのために有益

な教科書を採択していくことが重要であると考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、小中一貫校についてお

答えいたします。まず、校舎一体型と校舎分離型

の現状と格差対策についてです。むつ市における

小中一貫教育は、平成19年に策定されたむつ市教

、 、育プランに基づき 山積みする教育課題を解決し

知、徳、体の調和のとれた人間性豊かな児童・生

徒を育成するという当市の学校教育推進目標を達

成するための新たな教育施策として導入されまし

。 、た 各中学校学区を単位として９ブロックに分け

市内全域を対象とした取り組みは、県内市部にお

いては初めての挑戦となっております。

小中一貫教育は、本来小学校と中学校がつなが

った校舎一体型の学校において、より教育的効果

が期待できるところでありますが、当市において

は現時点で校舎一体型は川内中学校ブロックのみ

となっております。しかしながら、今後さらに平

成27年度には脇野沢中学校ブロックにおいて、そ

の後引き続き関根中学校ブロックにおいて実現す

る予定となっておりますが、残りの６ブロックで

は現行どおりの校舎分離型の小中一貫教育が行わ

れることとなります。

教育委員会といたしましては、このような現状

を踏まえ、各ブロックごとの取り組み内容に格差

が生じないよう、また校舎分離型における負担軽

、 。減を図るため 次のような対策を講じております

対策の１つ目は、全ブロックにおいて確実に取

り組む内容として、共通実践事項を設定している

ことです。その内容は、小学校５年生から中学校

１年生までの中期における授業の充実、学力向上

アクションプラン及び不登校児童生徒減少アクシ

ョンプランへの取り組み、特別支援教育における

小・中学校間の連携強化、小・中学校合同行事の

充実及び地域との連携の４項目となっておりま

す。

対策の２つ目は、小・中学校の教員が他校種に

乗り入れ授業を行ったり、小学校において一部教

科担任制を導入する際の負担軽減を図るため、小

中一貫教育学習支援員を市独自に採用し、各ブロ

ックへ配置しているところです。

対策の３つ目は、校舎分離型における小中一貫

教育の取り組みを充実させるための研究委託事業

の実施が挙げられますが、今年度は11月７日に大

湊中学校ブロックにおいて公開研究発表会を実施
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いたします。教育委員会といたしましては、この

ような取り組みを通して、校舎分離型の小中一貫

教育の充実を図るとともに、ブロックごとの取り

組みに格差が生じることのないよう努めておりま

すので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、小中一貫教育の狙いが学力向上に偏り過

ぎているのではないかということについてお答え

します。当市の教育課題として、学力の向上と生

徒指導の充実が常に挙げられてまいりました。そ

のため教育委員会といたしましては、小中一貫教

育における重点事項としてアクションプランを設

定する際にも、決してどちらか一方に偏ることな

く、まさに車の両輪のように学力向上アクション

プランと不登校児童生徒減少アクションプランを

位置づけ、取り組みを進めてまいりました。

これまでの子供たちの心を育てる道徳教育や生

徒指導にかかわる成果としては、不登校児童生徒

の減少が一番に挙げられます。小中一貫教育完全

スタート前の平成22年度では、年間30日以上の不

登校児童生徒の数は、小・中学校合わせて100名

でしたが、平成25年度には47名と半減しておりま

す。そのほか万引き、暴力行為等の問題行動も大

幅に減少してきています。

、 、また 小中一貫教育にかかわる意識調査の中で

道徳の授業を通して命の大切さや決まりを守るこ

とは大切であると考えるようになったと肯定的に

答える児童・生徒は92.9％にまで高まっておりま

す。このような背景には、小中一貫教育の中での

小・中学校教員相互の情報交換の強化や合同研修

会の開催、地域清掃、耐久遠足などの子供たちの

心を磨く小・中合同行事の実施、子供たちの心の

中を理解するための学級生活満足度調査やいじめ

にかかわるアンケート調査の実施、さらにはきめ

細かい指導の充実を図るためのスクールサポータ

ーの各学校への配置、スクールカウンセラーや教

育相談員、教育相談支援員の派遣などなど、子供

たち一人一人を大切にした日々の地道な取り組み

のたまものであると考えております。

このようなことが基盤となり、現在子供たちは

温かい人間関係の中、成就感や満足感を味わいな

がら学習に取り組んでおります。このことが学力

向上の面においてもよい影響をもたらしているも

のと考えております。

今中１ギャップの解消を図る小中一貫教育にお

ける中期の指導の充実を図る取り組みの中で、校

舎一体型のブロックの子供たちも校舎分離型のブ

ロックの子供たちも、ともに憧れを抱いて中学校

に入学し、そして誇りを持って中学校生活を過ご

し、卒業後は母校に対する愛着を持ち続けるとい

う９年間を通した心の教育が充実しつつあります

ので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に ご質問の３点目 社会科学習参考教材 あ、 、 「

おもり県の電気 についてお答えします この あ」 。 「

おもり県の電気」は、青森県が平成７年度から作

成しているもので、小学校４年生の社会科授業用

として県内小学校に配布されているものです。む

つ市内においては、今年度も全ての小学校に県か

ら送付され、４年生に配布済みまたは配布する予

定となっております。

その使用の仕方についてですが、４年生の社会

科単元、飲料水、ガス、電気の確保についての学

習において、それらの中から１つ選択して取り扱

うことになっており、教科書では飲料水を扱って

いますので、教科書では取り扱っていない電気を

学習する際に、その補助資料として使用されてい

ます。また、６年生理科の発電についての学習や

総合的な学習の時間の学習においても、補助資料

として使用している小学校もあります。

次に、原子力発電が必要であるという前提のこ

の参考教材を児童の教育に用いるべきではないと

いうことについてお答えします。議員ご指摘のも

のは平成23年度版であり、東日本大震災の前に作
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成されたもので、放射能の危険性等についての記

載がありませんでした。しかし、現在配布されて

いる平成26年度版では、東日本大震災での福島第

一原子力発電所での事故や放射能の危険性につい

ても記載され、原子力発電の利点と欠点がバラン

スよく指導できるよう工夫されています。これを

踏まえて教育委員会といたしましては、今後も学

習指導要領に従い、各校の実態等に応じて社会や

理科等で電気について学習する際に、その補助資

料として使用する際には、各発電方法の利点と欠

点をバランスよく指導していくよう各小学校に求

めていきたいと考えておりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（松尾秀一） 横垣議員の屋内スポーツ

施設についてのご質問にお答えいたします。

ご質問の１点目、希望者、団体の利用が可能と

なっているかどうかについてであります。

、 、まず 市民体育館閉鎖に伴う代替施設としては

川内体育館、大畑体育館の予約状況をホームペー

ジに掲載し、利用可能な時間を確認できるよう一

定の便宜を図っているところであります。

また、学校体育施設開放事業により小・中学校

の体育館についても、可能な限り活用いただくよ

うお願いしてきたところであります。

川内、大畑の両体育館については、大会等の行

事や17時以降の予約が多く、利用希望者からは、

希望時間に利用できないとの問い合わせもありま

したが、現在では早期に予約していただくことで

調整しながら、利用団体等を決定している旨利用

、 。者に説明し 理解を求めているところであります

一方、学校体育施設開放事業については、現在

小学校９校、中学校４校の計13校において体育館

開放を実施しており、本年６月１日現在で101団

体1,582名が登録されております。

また、利用希望施設が重複した際は、抽せん等

により調整を図っており、抽せんに漏れた団体に

対しましては、利用可能な学校を紹介させていた

だいております。

したがいまして、施設の利用については、今後

とも利用方法等の周知を図るとともに、利便性の

向上に努めてまいりたいと考えておりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、各施設の利用率と利用

人数についてお答えいたします。本年６月１日現

在における利用人数は、あくまでも申請に基づく

登録者数から推計いたしますと、まず小学校につ

いては第一田名部小学校が132名、第二田名部小

学校が156名、苫生小学校が174名、第三田名部小

学校が150名、奥内小学校が93名、関根小学校が

64名、大平小学校が173名、大湊小学校が133名、

二枚橋小学校が登録のない状況となっておりま

す。

、 、 、次に 中学校については むつ中学校が161名

大平中学校が195名、大湊中学校が129名、近川中

学校は22名となっております。

利用率につきましては、第一田名部小学校、第

二田名部小学校、苫生小学校、関根小学校、大平

小学校、むつ中学校、大平中学校が100％となっ

ており、第三田名部小学校、奥内小学校、大湊小

学校、大湊中学校、近川中学校が90％以下となっ

ております。利用率の違いについては、居住地や

中心部に位置する職場の影響が大きいものと推察

いたしております。

次に、ご質問の３点目、現状の見通し、改善に

ついてお答えいたします。まず、利用可能日につ

、 、いては 基本的には月曜日から土曜日としており

利用時間は19時から21時としておりますが、各学

校の行事等が優先されますので、あらかじめ利用

のできない日をお伺いしたうえで、利用者に対し

て通知をしております。

また、利用時間の延長と利用日の増加について
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は、近隣住民への影響はもとより、各学校ごとの

事情などにも考慮する必要があり、現状での利用

をお願いしたいと考えておりますので、ご理解賜

りたいと存じます。

次に、ご質問の４点目、高校体育館などの利活

用についてお答えいたします。高等学校体育館を

利用できないかとのご質問でありますが、高等学

校については、青森県の所管施設であることに加

え、小・中学校と比べ、明らかに部活動が盛んに

行われている状況や、受験時期の勉学環境などを

思慮すれば、現実的に困難であろうと考えており

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） 消防団の装備の現状

につきまして、むつ、川内、大畑、脇野沢の各地

区の消防団ごとにお答えいたします。少し細かく

なりますが、ご了承願いたいと存じます。

まず、むつ消防団は21分団ございますが、全体

ではライフジャケット110着、防火衣一式63着、

トランシーバー25台、車載用無線機３台、担架１

台、応急処置セット１セット、ＡＥＤ１台、油圧

切断機具１台、エンジンカッター２台、チェーン

ソー２台、警戒ロープ21本、拡声器８台、投光器

９台、発電機９台、燃料携行缶８缶が装備されて

おります。

次に、川内消防団は14分団ございますが、全体

では防火衣一式140着、トランシーバー26台、車

、 、 、載用無線機２台 チェーンソー２台 投光器１台

発電機１台が装備されております。

大畑消防団は、12分団ございますが、全体では

救助用半長靴10足、ライフジャケット70着、防火

衣一式113着、トランシーバー10台、車載用無線

機６台、担架３台、応急処置セット２セット、Ａ

ＥＤ２台、油圧切断機具１台、エンジンカッター

１台、チェーンソー１台、油圧ジャッキ１台、拡

声器３台、投光器７台、発電機８台、燃料携行缶

７缶、エアーテント一式、寝袋５枚、簡易ベッド

５台が装備されております。

脇野沢消防団は、９分団ございますが、全体で

は防火衣一式が60着、トランシーバー10台、車載

用無線機２台、拡声器18台、投光器４台、発電機

４台、燃料携行缶９缶が装備されております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） まず質問の１点目、屋内スポ

ーツ施設についてでありますが、基本的に現状で

お願いしたいというふうな答弁でありました。そ

れこそ冒頭にも言いましたけれども、むつ市民体

育館が閉鎖されて、本当に市民には大きな影響を

及ぼしております。そこで本当に今ある設備を、

それこそフル回転する、そういう非常事態ではな

いかなというふうに思ってお聞きいたしました。

しかしながら、現状で何とかお願いしたいという

ふうな答弁でしたので、もう少し工夫ができない

かなというふうなことを考えております。

一部聞くところによりますと、例えば学校体育

開放施設事業については、祭日は使えないとかと

いうふうなところもあるようでありますが、先ほ

どの答弁のように、月曜から土曜日、これは祭日

があっても使えるというふうな答弁であったのか

どうか、ちょっと再度確認させていただきます。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（松尾秀一） お答えいたします。

祝日の利用につきましては、利用できない日を

事前に各学校から確認のうえ、利用者にその旨通

知をしておりますが、基本的には各学校ごとの事

情もありますことから、全ての学校が利用可能と

いうわけにはまいりませんので、その辺はご理解

賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） ということは、学校ごとに、

もう祭日は必ず使えないという部分があるのか、
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それともたまたま例えば今月の祭日だとか、７月

の祭日が学校行事が入っているから、そこの部分

はちょっと勘弁願いたいというふうな、それこそ

祭日の個別によってそれぞれ使えない、使えると

いうのがあるのかどうか。そこのところを再度確

認させていただきます。祭日というのは、絶対も

う、例えば大平中学校は祭日は全て使えないとい

うふうになっているとか、そういうことになって

いるのかどうか、ここのところ、再度確認させて

いただきます。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（松尾秀一） 先ほども申し上げました

ように、学校体育施設開放事業につきましては、

あくまでも学校教育に支障のない範囲において地

域住民のスポーツ活動に供するというのが趣旨で

ございますので、その部分につきましては、学校

、 、 、ごとの判断 その実情 行事等を勘案したうえで

それぞれの学校によっては開放している場合もあ

りますし、そうでない場合もあるということでご

ざいます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） その学校ごとということであ

りますが、それこそ今市民体育館が使えないとい

う状況で、本当に非常事態ですので、例えば祭日

に警備の関係だとかそういうので、学校行事とは

別の理由で、人がいないから使えないとかという

ふうな部分とか、例えば田名部中学校は学校開放

はされていないのですが、ちょっと入り口と体育

館が遠いからどうのこうのというふうな部分があ

るかと思いますが、そういうふうな行事とは関係

のない理由で使えないという部分はなるべく市の

ほうで十二分に配慮をして使えるというふうな分

別をしてもらえればなと。例えば奥内小学校の部

分については、遠いのだけれども、鍵を前日にと

りに行って、また当日使って、また終われば次の

日に鍵を返しに行かなくてはいけないという、結

局１回借りるのに３回往復しなくてはいけないと

いうふうな部分も聞いたりもしておりますから、

そういった部分、学校の行事とは違う理由での使

、 、いづらい部分を十二分考慮して それこそ希望者

団体の利用が可能になるようぜひ努力してもらい

たいなというふうに思います。

次の質問に移ります。消防団の装備充実のほう

でありますが、現状を聞くと、かなりそれぞれ統

一されていないというか、装備が多いところもあ

れば少ないところもあるし、装備がない消防団も

あるし、そろっている消防団もあるというふうな

ことで、ちょっとアンバランスを私は答弁を聞い

て感じたのでありますが、それこそ市長職務代理

者の答弁だと、団員から特に要望というのがない

ので、また当分の間は現状で可能だというふうな

法律だということでありますけれども、やっぱり

こういうアンバランスが現状でわかっているわけ

ですから、ぜひ各むつ、川内、大畑、脇野沢、少

なくとも統一した装備、必ずこれは最低限置いて

おこうというふうな部分をきちんと精査して準

備、装備充実に努めてほしいと思うのですが、そ

このところの考え方をちょっとお聞きしたいなと

いうふうに思います。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） お答えいたします。

ただいま横垣議員、消防団員のほうから要望が

なかったとおっしゃいましたけれども、先ほどの

副市長の答弁では、服制に関する部分、活動服と

かそういう部分については特別な要望等が出てい

ないというようなことで、現行のままでしばらく

使っていくというようなことでございます。

そして、確かに資機材の装備の部分ではアンバ

ランスであるというようなことは、私たちも十分

承知しておりまして、確かに現状では計画的には

装備のほうを整備してきてはいるのですけれど

も、なかなかその必要な数には達しないというよ
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うな現状にございます。また、合併前のそれぞれ

の町村においての整備状況というものもございま

して、例えば防火衣でございますと、川内地区、

大畑地区のほうが140着とか113着というような数

で、むつ地区の場合は63着というようなことでご

ざいますが、これは当時の整備が進んでいるかい

ないかというようなことではなくて、むつ地区の

63着というのは、当時は今の２月の改正前におき

ましては、防火衣が必要だというような部分は各

分団の分団長と副団長と部長、計３着というよう

なことでございまして、21分団63着というような

数字でございます。改正後におきましては、ポン

プを操作する消防団員及び部長以上の階級にある

消防団員の数の分必要だというようなことでござ

いますので、そういう部分につきましては、今後

計画的に整備していかなければならないものと考

えております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 次の教育に移りたいと思いま

す。

教科書の選定についてでありますが、１番目、

１段階、２段階、３段階、３段階が地元で決める

と、教科書採択協議会のほうで決めるということ

でありますが、市民の意見ですと、教科書採択協

議会には現場の教師が入っていないのではないか

と、各市町村の教育長と学識経験者とＰＴＡとい

うふうな形で、そういう意味ではちょっと不十分

なのではないかなというふうな意見があるのです

が、これについてはどういうふうにお考えでしょ

うか。

〇議長（山本留義） 教育長。

〇教育長（遠島 進） ただいまの質問につきまし

ては、先ほど壇上で答弁したように、全ての先生

方から意見を各学校ごとに取りまとめていただい

て、それを採択協議会の中で参考にして選定をす

るというようなことをしていますので、先生方の

意見は入っているし、そして学識経験者の中には

校長先生も入っておりますので、学校現場の意見

は十分に反映されているというふうに考えており

ます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） そういう意味では、全教員に

よる教科書用図書報告書というのがかなり大きい

比率を占めているかなと思うのですが、そこのと

ころを、本当に十分その報告書を検討してもらい

たいなと。結局ないがしろにするようなところも

何かあった、最近の情勢ですと、何かそういうと

ころがあったので、ぜひないがしろにするような

ことなく十分取り入れてほしいなというふうに思

います。

それと、専門教科調査員というのの報告書も、

調査報告書というのを十分取り入れるということ

でありますが、これ専門教科調査員というのは、

現職の先生がなっているのでしょうか、また何人

ということで、またその調査報告書には、例えば

この東京書籍が１番、何とかが２番とかという形

で、順番をつけた形の報告書になっているのかど

うか、そこのところもちょっとお聞きしたいなと

思います。

〇議長（山本留義） 学校教育課長。

（ ）〇教育委員会事務局副理事学校教育課長 室舘幸一

専門教科調査員についてお答えいたします。

専門教科調査員は、学校現場の小学校の教員も

しくは教頭の方々が専門教科研究員として委託さ

れております。人数につきましては、各教科４名

ないし３名の先生方を委託しておりまして、その

方々が大体２泊３日缶詰になりまして、各会社の

教科書について調査研究をして、報告書にまとめ

て提出するということになっておりますけれど

も。以上でよろしいでしょうか。
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（ 順番」の声あり）「

（ ）〇教育委員会事務局副理事学校教育課長 室舘幸一

。 、順番ですか 具体的な順番というのについては

１、２、３という順番は特につけないことにはな

っておりますけれども、ただこの教科書について

は調査研究した際に、地域の実態、子供たちの実

情に応じて、これは現場の先生方にとっては使い

やすい教科書でないかという意見については述べ

ることになっております。

以上です。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） という形で教科書が選定され

ると、本当に現場の教師の声が反映されて、民主

的に採択されているというふうな地域であると、

教育行政であるというふうに私は判断いたします

が、最近沖縄のほうの竹富町のほうで、それこそ

教科書採択協議会で、結局調査員が、ここの部分

は順番をつけて何か報告書を出しているみたいだ

、 、けれども それをほとんど順位づけをやめさせて

また調査員が推薦した教科書でなくても採択でき

るというふうな形に手順を変えて、それであそこ

の地域では３つの教育委員会があるのですが、そ

こで竹富町の教育委員会だけが異議を唱えて、東

京書籍でしたか、それを選んだということでマス

コミが報道しておりましたが。ということがあり

ましたけれども、ここの下北の教科書採択協議会

では、このようなことはまずあり得ないというふ

うなことを、ちょっと最後確認させていただきた

いのであります。

〇議長（山本留義） 教育長。

〇教育長（遠島 進） 先ほど壇上でもお話しいた

しましたけれども、結局子供たちにとってどんな

教科書がいいのかといったようなこと、それを現

場の先生方に調査してもらうわけですから、そこ

は最大限に尊重するということだと思います。

そして、教科書問題でもめているところが、詳

しくはわかりませんけれども、やはりちょっと法

律の不備といいますか、採択協議会で選ぶわけで

すけれども、しかしながら実際は教育委員会で最

終的に決めるということになっております。これ

がちょっと法律的に矛盾していて、ああいうよう

なことが起こったのかなと。今度は、採択協議会

で決まったのを採択しなければならないというよ

うなことで法律が変わったようですので、あのよ

うな問題は起こらないのかなというふうなことを

思っています。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 今教育長のほうでは、法的な

不備があらわれたというふうな形での答弁であり

ましたけれども、やはり竹富町のほうでは教科書

採択協議会のほうでの手順が大変問題があるとい

うことで自分たちの独自の東京書籍というところ

を選んだと。いわゆる育鵬社版のほうを採択協議

会、いわゆる戦争を美化するというふうな記述の

ある教科書を採択しなかったということでありま

す。その手続が、教科書採択協議会のほうの手続

がやはり問題であったというのがマスコミの報道

であったかと思いますが、法的な不備もあります

が、そういう手続を民主的に教科書採択協議会の

ほうでは進めなかったというところがやっぱり大

きい問題かなと思いますので、その点で教育長に

お聞きしたいのは、この下北の採択協議会では、

そういう民主的、問題となるような手続の不備と

いうのは今後あり得ないということだけちょっと

確認させていただきたいと思います。

〇議長（山本留義） 教育長。

〇教育長（遠島 進） むつ下北の教科書の採択協

議会におきましては、これまでもそういった手続

上の不備といったようなこと、それから決めるた

めにトラブルが起こったといったようなことはご

ざいませんでしたので、これからもそのようなこ
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とのないように、十分に努力して採択をしていき

たいというふうに思います。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 小中一貫校については、それ

こそ壇上で言ったように、教員、そして児童に十

分配慮しながら、それこそ学力向上というのに、

ペーパーテスト、これに偏ることなく本当に進め

ていってほしいなというふうに思います。

あと何分ぐらいでしたか、議長。

〇議長（山本留義） ３分まで。

〇２番（横垣成年） あと５分ですね。

それで、小中一貫校はそういう形で、教師と児

童に十分配慮しながら、それこそハード面でもソ

フト面でもギャップが数十年続くという形になり

ますので、そこのところを十分考慮しながら、例

、 、えば小中併設校が かなり逆にいい結果を残して

例えば分離型のほうがいろいろ問題が生じてきた

というふうなことにならないよう、本当にそうい

うハード面でもソフト面でもギャップを十分、出

てきたらすぐ対処するような形での小中一貫校を

進めてもらいたいなというふうに思います。

最後 「あおもり県の電気」についてでありま、

すが、平成26年版は東日本大震災を受けて、それ

なりの記述が追加されているということでありま

す。私も平成26年版は読ませてもらったのであり

、 、 、 、ますが 確かに風力だとか太陽光 水力 原子力

それぞれ利点と欠点というのを書いているのはい

、 、「 、いのですが 例えば先生は小学生に では先生

どうしたら一番いいんですか」とかと、それぞれ

発電形態で欠点と利点があって、ではどうしたら

いいのですかと、こういう総論を言われたときに

先生は、この教本でどういうふうに教えることが

できるのかなというのを私大まかに思ったもので

すから、それこそベストミックスがいいとかとい

うふうな答弁になれば、結局原発が必要だという

ふうな教え方になるものですから、そういったと

ころはどういうふうに先生のほうは、逆に生徒を

教えるのにどういうふうな教育をされているのか

なというのをちょっとお聞きしたいなと思いま

す。

〇議長（山本留義） 教育長。

〇教育長（遠島 進） どうしたらいいのですかと

いうのは、何を選択すればいいのかというふうな

ことの質問かと思いますが、学校ではこれを選択

しましょうとか、これが一番いいですよというふ

うな教え方ではなくて、この発電にはこういう特

徴があります、この発電にはこういう欠点があり

ます、それら全て欠点も、そして利点も学問とし

て中立的に教え、そして判断をするのは、子供た

ちがそれなりの考えができるようになってから判

断するようにというふうな思いで教えているとい

うことでございますので、ご理解いただければと

思います。

以上です。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） そういう形の教え方に徹する

しかないかなというふうには思うのであります

、 、 、 、が ただ小学生４年 ５年 ６年生で使う教本で

その小学生に、あとは自分で考えなさいというの

もなかなか厳しい教え方だなというふうなことを

思いまして、例えば私なんか小学校のときは、そ

ういうのを先生に結構質問して 「じゃあ先生は、

どう考えるんですか」とかと、結構そういう質問

を私はしていたような感じがいたします、客観的

なことを教えるのはいいのだけれども。だから、

やっぱりそういうところの部分も大変先生の悩む

ところでもありますので、やっぱりこういう教本

を使う場合には本当に注意が必要だなと。そうい

う意味では、余り積極的に利用しないほうがいい

教本ではないかなというふうなことを指摘いたし

まして、私の一般質問を終わります。
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以上です。

〇議長（山本留義） これで、横垣成年議員の質問

を終わります。

、 。ここで 午前11時15分まで暫時休憩いたします

午前１１時０３分 休憩

午前１１時１５分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎村中徹也議員

〇議長（山本留義） 次は、村中徹也議員の登壇を

求めます。17番村中徹也議員。

（17番 村中徹也議員登壇）

〇17番（村中徹也） おはようございます。私村中

徹也の爽やかな一般質問で、約１時間お楽しみを

いただきたいと存じます。

今回の質問でありますが、５月８日、市長部局

と教育委員会に届け出を済ませておりました。し

かしながら、こういう事態になりましたので、市

長への質問は割愛させていただきます。

ちなみに、市長に届け出をした質問の要旨をご

紹介いたします。タイトルは、むつ市の政治は日

本一に向けて無投票選挙、無投票による当選を回

避する施策についてという質問であります。これ

は、私の主義主張の一つであります日本全国から

無投票当選、無投票選挙をなくすると、こういっ

た信念のもとから質問をする予定でありました。

そして、その詳細として、①、無投票選挙は市民

にとって好ましいことですか、②、希望する市民

が全員立候補できる環境を整備しませんか、③、

むつ市の全政治家に退職金制度、健康保険証制度

及び年金制度を独自に創設しませんか、④、むつ

市内の公務員の立候補において規制緩和をしませ

んか、⑤、市議選において５人の女性枠を設けま

せんかとの質問でありますが、今ここに宮下市長

は居合わせません。これは、後に新しい市長に質

問したいと思います。

そこで、この質問をする予定であった時間をい

ただいて、私と宮下順一郎さんとの思い出を市議

選、初同期、そして長い間会派をともにした人間

として思い出を述べてみたいと思います。

私と宮下さんは、1995年、平成７年10月に初め

てお会いいたしました。それまでは、宮下氏のこ

とは存在も知り得ませんし、会話もしたことがご

ざいません。私が36歳、宮下さんが43歳、今から

19年前であります。

むつ市議選において初当選した２人は、初めて

の公務、正津川バイパス開通記念で一緒になりま

した。祝賀会でもホテルで一緒になりました。同

じテーブルでしたが、会話をすることはありませ

んでした。いささか人を寄せつけないオーラを感

じておりました。

しばらくして、初めての臨時議会を控え、会派

の届け出が迫っておりました。私も割と信念があ

るといいますか、人から見れば少し変わっており

ますので、今だから言いますが、山とか海とかと

いう何か魂胆のありそうな会派に押し込まれるの

を嫌っておりましたので、無会派でいこうと決め

ておりました。そこへ、今は亡き故木村亀治先生

から電話があり 「おまえよりも変わった人間が、

、 」会派を組めないでいるから 会ってみたらどうだ

との電話をいただいて、これも初当選の冨岡幸夫

氏にエスコートされ、宮下さんの自宅へ伺ったの

が始まりであります。

余談ですが、私と宮下さんの同期は７名であり

ます。議場にも４名おります。平成７年初当選７

人は、私も含めて非常に優秀であるという高い評

価を当時いただいたことを記憶しております。そ

して私は、会派結成に当たっては、流れにさおを

差すことはありませんでした。流れにさおを差し
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てまで、自らの信念を曲げて会派を結成すること

はありませんでした。

閑話休題しましょう。そして、意気投合した私

と宮下さんは会派を結成し、以後12年間、行動を

ともにいたしました。その間いろいろなことがあ

。 、 、りました 学習塾の先生ということで 常に勉強

勉強、勉強でありました。私や会派の人間を自分

、 、の学習塾に連れて行き 生徒の机に私を座らせて

予算書、決算書の見方、経常収支比率とは、公債

費比率とは、いわゆる行政学を自ら講師もしくは

違う講師を連れてきて勉強させていただきまし

た。いや、勉強させられました。あるときは自宅

で、あるときは旅先で、あるときは市役所で、勉

強、勉強であったことを記憶いたしております。

よく会派でも視察に行きました。旭川から岩見

沢に出たのはいいのですが、汽車がなくなって、

山を越え、野を越え、路線バスで２時間揺られて

夕張に出るというアクシデントに見舞われまし

た。小学校低学年でしょう、２年生、３年生、バ

スに大勢乗ってきた。何とそのバスの中で宮下さ

んは、その子供たちに授業をし始めたのです。

東京では、その人脈の紹介で、初めて行ったと

あるお店。壁にかかった絵画、扇子、骨董品等々

の作者や年代をいとも簡単に知っているではあり

ませんか。その博学ぶりは、お店のおかみをも、

国会議員以上と言わせたものであります。

山形県酒田市では、私を海向寺の即身仏の拝礼

に連れていったり、運河、豪商、こういった歴史

も何の資料も見ないで私に教えてくれました。

議会運営委員長時代は、最も近い身内にご不幸

がありながらも、全国市議会議長会法制局へ議会

運営とは何かを勉強に行って、とんぼ返りしたこ

ともございました。

亡くなりましたので、地名とか、いささか議場

に似合わない言葉が出るかもわかりませんが、ご

容赦をいただきたい。

そして、議員陳情や行政視察では、決断の後は

必ずと言っていいほど２人で銀座へ出かけまし

た。深夜まで語り明かし、将来のことを話し合っ

たあのころが懐かしいです。

そういえば、知る人ぞ知る、東京タワー事件と

いうのもございました。私の一生を左右するよう

な出来事があって 「一人で心細いから、宮下先、

輩、ここの渋谷駅で待っていてくれ 「おお、」、

待ってる、頑張ってこい」と。30分の話し合いを

終えて帰ってきたら、渋谷駅どころか東京タワー

で遊んでいるではないですか。こういう笑い話も

ありました。

とかく宮下さんは、議会のことや勉強以外のこ

とになりますと 「こんな話をするために会派を、

組んだわけではない」と私に言っておりました。

なぜかプライベートなお話を好まない宮下さんで

すが、しかし場所を問わず、お酒はつきものでし

た。飲んでは語り、夢を語っては飲む。カラオケ

もやりました。かぐや姫、アリス、拓郎、フォー

ク、ニューミュージックから演歌まで。そして、

ほろ酔いになると、いつか２人で明治維新にも似

た行動を起こそうと、宮下氏の60過ぎまでの選挙

だけの人生設計を描いたこともございました。

さて、宮下さんは、よく人に、泥臭いところが

ないと言われます。また、泥をかぶらないと言わ

れますが、私は彼を２度ほどそういった裏舞台に

引っ張り込んだことがあります。１度目は、２期

目の当選をしたとき、突然降って湧いた議長選挙

であります。宮下さんは、政治取引はしない、不

用意に頭を下げない、会合、いわゆる裏舞台には

行かないというスタンスでありましたので、応援

する私も大変だったのです。議長選の直前まで、

会合場所と宮下さんの自宅を何度も往復したのを

覚えております。結果１票差で負けましたが、あ

のときに、今は亡き宮下春雄さんからの叱責が懐

かしく思います。



- 35 -

そして２度目。これは、３期目の当選を果たし

たとき、宮下さんは私を呼びつけ 「自分が議長、

をやるから段取りしてくれ 、このようにおっし」

ゃいました。私も、ああ、泥臭いところがあるん

だなと思って安心をしたことを覚えております。

宮下さんを議長にするため、私は８年間会派を組

んだ宮下さんのもとを離れ、違う人と会派を組む

ことになったわけであります。

宮下さんの議長時代、議員時代の功績もすばら

しいものがございます。市町村合併協議会の議会

の代表、60人を超える大所帯の議会、全国市議会

議長会基地協議会東北部会の会長などなど、議会

のリーダーとして、また議会運営の委員会付託制

度、朝の事務連絡、行政報告、一問一答、これは

宮下さんの発案であります。その功績は、今も脈

々とこの議場で生かされているのであります。

本当に勉強させてもらいました。酒もたばこも

カラオケも、おしゃれも話術も、銀座も所作も、

能力も政治も、彼は全てにおいてさりげなく超一

流でありました。宮下さんが難しい言葉や英語を

使って私に話をするのです。私は、負けたらだめ

だと思って自宅に帰って勉強し、それ以上の難し

い言葉で彼に話しかけ、私の自分自身の向上を、

これをすることができました。

宮下さん、あなたの死は、私にとって巨星墜つ

であります。よくても悪くても、目標と目的を失

いました。巨星を失った今、私は何をすればいい

のでしょうか。時の過ぎ行くままに、雲の流れ行

くままに、ただぬるま湯な月日を過ごせばいいの

でしょうか。

あなたと知り合えて、わずか19年。12年間は行

動をともにさせていただきましたが、ここ７年、

杯を酌み交わすことはありませんでした。最後に

交わした言葉も、１年前です。昨年。あなたが笑

いながら 「大分長い間２人で飲んでいないな 、、 」

私は 「そうですね。世間では、あなたと私は仲、

が悪いことになっているから、仲よしになってか

ら飲もう」と笑って答えたら、宮下さんは 「お、

かしいな、私とあなたは仲が悪いのか 、クエス」

チョンがついたまま、この１年前の一言二言が最

後の会話であります。

月日にまさる良薬なし。月日にまさる良薬なし

と言われますが、月日を過ごす人が存在しないの

であれば、月日は薬にも毒にもなりません。せめ

てあなたが生きて、薬か毒になっていてほしかっ

た。安らかなるご冥福をお祈り申し上げます。

、 。 、さて 質問に移ります 質問なのでありますが

このタイトルを見た市民の多くの方々から、楽し

みにしているというお話をいただきました。しか

し、まず最初に申し上げますが、おもしろおかし

くこのタイトルを取り上げたわけではありませ

ん。純粋に倫理についてお二方の行動を教材とし

て利用させていただいただけのことです。ですの

で、質問の中でお二方の名前は一度も出てまいり

ません。ご理解をいただきたいと存じます。

私は、最近レポートの締め切りに追われる忙し

。 、い日々を過ごしております 最近書いたレポート

経済学では、イギリスはなぜユーロに加盟しなか

ったのかを考察し、ギリシャ、キプロスの事例か

ら、財政赤字世界一の日本は、なぜ破綻しないの

。 、かを結論づけるものでありました 政治部門では

民主主義の自主規制について、政治学は何を考え

てきたかを次の３つの事例から考察しなさいとい

うものでありました。

１つ目の事例は、07年、東京都内のホテルが日

教組、日本教職員組合の全国集会参加者の宿泊を

拒否した問題。２つ目は、08年でありますが、文

化庁所管の助成金、すなわち国費で反日的内容の

映画を作成した「靖国ＹＡＳＵＫＵＮＩ」という

映画の問題。３つ目は、10年、和歌山県太地町の

イルカ漁を隠し撮りし、第82回アカデミー賞ドキ

ュメンタリー賞を受賞した映画「ザ・コーヴ 。」
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これは、イルカ漁の隠し撮りに端を発し、事実の

公表は制限対象か否かが問われた問題です。この

、 、３つの社会問題に対してシュンペーター ダール

マクファーソンらの政治理論が現代政治学に与え

た影響と、政治学が何を考えてきたかを考察する

ものでありました。

このレポートの作成の最大のキーワードは、政

治権力の抑制と暴走です。同類のマテリアルが

、 。04年 イラクで起きた日本人人質事件であります

覚えておいででしょうか。退避勧告を無視し、イ

ラクに入国した３人が拘束されました。犯人と予

想されるファルージャが日本政府に自衛隊撤退を

要求した事件であります。この事件は、自作自演

の疑いが今でもあります。そして、自己責任とい

う激しいバッシングを受けた事件であります。こ

の事件を民主主義の規制の視座からすると、避難

勧告も渡航禁止も政治権力として無力であったこ

とが証明されました。

この４つの事例から、政治権力は自主か強制か

をディスカッションするとき、非常に危険な政治

体制へ行くことがわかると思います。いずれにい

たしましても、このようなアーカイブス、インフ

ラストラクチャーをひもといても、なかなか思う

ようなレポートは完成しません。いっそのこと、

教授や政治学者がつくったレポートをネットで検

索し、コピーしたくなる気持ちもわからなくもあ

りません。

ここに論文の書き方、レポート、論文の書き方

。 、 、という本がございます 実はこの本は 手引書は

論文を書く、大学に入学した時点でまずは強制的

に買わされて勉強します。大学では、レポート、

リサーチペーパー、タームペーパー、シーシス、

ディサテーションという論文が常に求められま

す。また、一部の企業では、論文作成の経験、レ

ポート作成の経験がない新入社員には、テクニカ

ルリポート、ビジネスリポートの作成のたびにこ

れを強制することもあります。しかし、私が表題

で示すとおり、最もごく普通の認識として、誰も

が思っていたはずのモラルが低レベルで露呈いた

しております。そのモラルとは、他人の作品を無

断で盗んではいけませんということです。一般常

識で皆さんご存じだと思いますが、他人の文章を

盗んだ場合は注釈をつけ、後からどこから出典し

たかを記載しなければなりません。

余談ですが、会話でも一緒です。雑談や世間話

はいざ知らず、講演、講義、演説会、ディスカッ

ション等々で、あれはこうだ、これはこうだと自

慢する方がおります。もしそれが誰かからの受け

売り、マスメディア、テレビからの受け売りであ

るとするならば、その出典を明示しなければいけ

ません。特に発言をしてギャラを得る方は、当た

り前のことなのです。

さて、この他人の作品を無断で盗用するいわゆ

るコピペ、コピー・アンド・ペースト、これは著

作権や出版権の保護が目的ですが、実はこの手引

書には、人の文章を盗んではいけませんとは書い

ていないのです。なぜ書いていないか。当たり前

のことだから書いていないのです。つくる人は、

それは最低限知っているだろうと、こういうこと

で、そういうことは書いておりません。

さて、私の質問の前者の事案、これは全体の構

成は指示したが、作成には一切関与していなかっ

た。にもかかわらず、自分が作成したとの偽装発

表した。しかしながら、業界では、十数年に１度

の大ヒットとなり、反戦反核のテーマ、東日本大

震災の鎮魂歌として多くの人の心の支えになりま

した。また、ハンディキャップを克服し、神がか

り的能力を発揮したとの話題性もブームに拍車を

かけました。

一方、表題の後者のほうでありますが、論文の

中身の一部が捏造され、また過去に発表した論文

からの引用、いわゆる二重投稿の疑いの指摘であ
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ります。成果物はいまだに明確に示されておりま

せんが、つい二、三日前、論文撤回をいたしたこ

とは、自らの行為を自ら否定する結果となってお

ります。しかし、これも発表当初、難病を抱える

患者、家族、出産を希望する人たち等々に希望と

。 、 、夢を与えました また その業界の今までの風習

風情にはふつり合いな容姿、身なり、振る舞い、

環境等々も注目度アップに拍車をかけたのではな

いでしょうか。

論文の書き方を手段、論文の内容を結果とする

と、お二方とも結果はすばらしいものでありまし

た。しかし、それをつくり上げたプロセス、手段

が不正行為であれば、結果がどうであれ、失格と

されるのが世間のおきてであります。

私は、この２つに共通したハイパー事実、いわ

ゆる仮説を立て、国民的悲観と戦略を考察いたし

ました。結果、本業と違うところで国民やマスメ

ディアの強い関心と興味を引いたことが成果物を

称賛されたようで、実はその他の附属要因が想像

以上に脚光を浴びるという皮肉がもたらした虚像

をマスメディアや国民、我々がバーチャルと認識

できなかったことが不幸を倍増させることになっ

たとの結論を導きました。

また、戦略としては、両者とも社会心理学の対

人コミュニケーション論の中の非言語コミュニケ

ーションを巧みにこのスキルを駆使したことが私

の研究で判明いたしました。このように、そのバ

ーチャルが本人の意思によるものだとわかった以

上、非難は擁護されるものではありません。

それにしても、異常と思える行き過ぎた脚光を

浴びたせいで、その反動も少なくありません。持

ち上げては落とす、手のひらを返す、はしごを外

す、出るくいは打たれるなどなどは、まるで行動

心理学の教科書を見ているようでありました。

このように２つの事例は、事の発端、経緯に共

通点が少なくありません。いかがでしょう、教育

長、このようなことは私たち児童・生徒の心の奥

底にあり、いつ当事者になってもおかしくないと

思うのであります。このようなことから、倫理学

の基本中の基本である正しい行為、またジャステ

ィス、正義の価値観、このようなものをこの事例

から私たちは学ぶことが、いや、レッスンするこ

とができるのではないでしょうか。

また、マスメディアによるマスコミュニケーシ

ョン論、こういった一連の流れを見たところ、も

し私たちにこのように多くの人や世間から過度の

注目を浴びるとした場合、しっかりと地面に足を

つき、何が現実として自分の周りで起こっている

のか、今起こっていることはバーチャルなのか、

真実なのか、冷静に正確に判断しなければならな

い、そういう能力を身につける必要はあるのでは

ないでしょうか。本事例からのレッスンすべきこ

とを教育行政トップ、遠島進氏のフィロソフィー

をご教示願うものであります。

以上、壇上からの質問といたします。ありがと

うございます。

〇議長（山本留義） 市長職務代理者副市長。

（新谷加水市長職務代理者副市長登壇）

〇市長職務代理者副市長（新谷加水） 倫理教育に

ついてのご質問につきましては、教育委員会から

答弁がございます。

〇議長（山本留義） 教育長。

（遠島 進教育長登壇）

〇教育長（遠島 進） 村中議員の倫理教育につい

てのご質問にお答えします。

まず、ご質問の１点目、倫理学という視点から

何を教訓とすべきかについてお答えします。倫理

とは、人として守り、行うべき道と理解しており

ますが、世の中には政治倫理、企業倫理、医療倫

理、公務員倫理などなど、それぞれの使命や責任

を果たしていくために、職業人として守り、行う

べき普遍的な規律やモラルが存在します。このよ
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うな倫理観の基本とは何かと問われれば、議員ご

指摘のとおり、正しい行いをなすということであ

り、正義の価値観に基づくということであろうと

考えております。しかしながら、時として人間の

持つ弱さ、卑しさからなのでしょうか。正義を見

失い、倫理に背く行いをする者があらわれること

もあります。

学校教育においては、まず第１に児童・生徒の

指導に当たる教師自らのこのような倫理観が問わ

れております。教師一人一人の言動が、児童・生

徒のみならず多くの市民から注目を集めているこ

とを自覚し、信頼される教師として、さらには信

頼される学校づくりに向けて、日々襟を正して職

務に励むことは、まさに基本中の基本であろうと

考えております。

学校教育とは、児童・生徒、そして保護者や地

域の方々からの信頼のうえに成り立つものであり

ます。教育は人なりとも言われておりますが、教

育委員会といたしましては、生きる力と夢を育む

むつ市の学校教育推進のため、まずは教育公務員

としての服務規律の徹底を図り、揺るぎのない当

市の教職員倫理の確保に努めてまいります。

また、児童・生徒への倫理観教育においては、

うそ偽り、いじめなど、いかに世の中の価値観が

多様化しようとも、人間として、してはいけない

ことは決してしないという集団秩序の中の道徳観

が重要であると考えております。しかしながら、

このような指導が一方的で、うわべだけの建前論

に陥り、児童・生徒の心に響かないものになって

いないか、指導に当たる教師は、絶えず自問自答

してみる必要があります。

教育委員会といたしましては、道徳教育のより

一層の充実を図るため、各学校における毎週１時

間の道徳の時間をかなめとしつつ、学校の教育活

動全体を通じて児童・生徒の内面に根差した道徳

性の育成に取り組んでまいります。

自分自身の弱さや醜さとじっくり向き合い、そ

の克服に向けて自己との対話を深めていけるよう

な道徳の指導を通して、児童・生徒一人一人がう

そ偽りなく誠実に生きていくことの心地よさを感

じ取り、そのことが人間としての誇りにつながっ

ていくことに自らが気づいていけるよう努めてま

いりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、マス・メディア、マス

・コミュニケーション論という視点から何を教訓

とすべきかについてお答えします。議員ご指摘の

とおり、マス・メディアの発達した現代社会にお

いては、マス・コミュニケーションの対象として

渦中の人となる、ならないにかかわらず、情報に

関する問題に対して正しく判断し、適切に対処し

。 、ていくことが求められております 児童・生徒は

将来にわたり日々進化し続ける情報社会の中で生

、 、きていかなければならず このような観点からも

義務教育の時期における情報モラル教育は重要か

つ急務であり、情報活用能力の学習とあわせ、充

実させていかなければならないものと考えており

ます。

このような情報モラルの指導に当たって、心を

磨くということでは、情報社会において自らを律

し、適切に行動できる正しい判断力、相手を思い

やる心や公共心などの育成に努める必要がありま

す。また、知恵を磨くということでは、情報社会

で安全に生活するための危険回避の理解やセキュ

リティーの知識、技能を確実に身につけさせてい

く必要があります。

教育委員会といたしましては、児童・生徒一人

一人が情報社会の中でしっかりと地面に足をつ

き、冷静に、そして正確に物事を判断しつつ、自

らの夢や目標に向かって生きていけるよう、情報

社会の倫理、法の理解と遵守、安全への知恵、情

報セキュリティー、公共的なネットワーク社会の

構築といった情報モラル教育の指導内容につい
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て、学年の発達段階に応じて確実に身につけてい

くことができるよう努めてまいりますので、ご理

解とご支援を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） 17番。

〇17番（村中徹也） 道徳観、倫理観というものな

のですが、私は家庭の果たす役割というのは非常

に大きいと思っているのです。しかし、考えてみ

れば、寝る時間を省いた場合に、家庭にいる時間

よりも学校にいる時間のほうが長いのです。です

から、学校が果たす倫理教育、道徳教育について

と家庭が果たす役割を教育長はどのように考えて

いるか、お尋ねしたいと思います。

〇議長（山本留義） 教育長。

〇教育長（遠島 進） 道徳観、倫理観について、

その家庭の果たす役割、学校の果たす役割につい

てどう考えているかというような質問と思います

が、まず子供たちの道徳性は、家庭や地域社会を

含めた全ての環境の影響によって育まれるもので

あるというふうに考えております。とりわけ基本

的な生活習慣の確立や規範意識などの基本的な倫

理観の育成、道徳的実践の指導の面では、家庭や

地域社会の果たす役割は大変大きいというふうに

考えております。特に家庭は、人格の基礎を形成

する場として重要であり、子供は乳幼児期からの

具体的な体験を通して、保護者に愛着を持つとと

もに、基本的信頼感を育み、それに基づいて心が

発達すると言われております。家庭で身につける

基本的な生活習慣や価値観は、その後の学校生活

や社会への適応などにも大きな影響を与えること

になります。道徳教育という面で家庭にお願いし

たいことの一番は、しつけです。家庭における道

徳教育の基本はしつけにあります。しつけの基盤

には、当然のことながら、保護者の愛情が不可欠

。 、です 我が子をかけがえのない人格として尊重し

温かな愛情で包み込むとともに、保護者自身が信

念を持ち、毅然とした態度で善悪や正邪の区別な

どを正し、生命を大切にする心、他人を思いやる

心や社会性、倫理観や正義感などが身につけられ

るよう、優しさと厳しさを持ってしつけに当たっ

ていただきたいというふうに思っております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 17番。

（ ） 、〇17番 村中徹也 教育長のおっしゃるとおりで

昔は親の背中を見て育つとか、お母さんもそうで

しょうが、兄弟がいっぱいいて、兄弟のけんかの

中で何が悪いのか、何がいいのかを自然に覚えて

いくものなのです。まさしくそれを長く文章にす

れば、今あなたがおっしゃったことだろうと、こ

ういうことだろうと思います。

今教育長の発言の中に、保護者の愛情とありま

したが、どうなのでしょうか、これは倫理観、道

徳観、保護者の愛情もしくは所得格差にこの道徳

観、倫理観というのは影響されるとあなたは思っ

ておりますか。

〇議長（山本留義） 教育長。

〇教育長（遠島 進） 道徳観、それから倫理観が

所得格差と教育格差に影響を受けるかと……

（ それぞれの家庭の所得があっ「

て、倫理観に影響を与えます

か」の声あり）

〇教育長（遠島 進） 影響を与えるかということ

でありますね。

まず、教育基本法にもありますように、道徳観

や倫理観というのは教育によって育まれると、将

来の国家及び社会の形成者にとって必要な資質と

して、児童・生徒一人一人に確実に身につけさせ

ていかなければならないものだというのがまず前

提にあります。このような教育の営みは、教育の

機会均等として我が国の憲法によって保障されて

おります。したがいまして、学校教育における道

徳観、倫理観における教育の実施に当たっては、

所得格差や教育格差によって影響を受けるという
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ことはあってはならないものであるというふうに

考えます。もし学校教育の中で影響を受けるよう

な事態が発生した場合は、教育行政として早急に

その改善に努めなければならないというふうに考

えています。

日本国憲法では、全て国民はひとしくその能力

に応ずる教育を受ける機会を与えられなければな

らないものであって、人種、信条、性別、社会的

身分、経済的地位または門地によって教育上差別

されない。また、国及び地方公共団体は能力があ

るにもかかわらず、経済的理由によって就学困難

な者に対し、就学の方法を講じなければならない

と規定されています。このことについて、常に肝

に銘じて教育委員会としての責務を果たしてまい

りたいと考えておりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

〇議長（山本留義） 17番。

〇17番（村中徹也） 私たちが人間社会で生きてい

くうえで、コミュニケーションは必ずつきまとい

ます。そのコミュニケーションがどの部分で判断

されるかというと、例えばコミュニケーションを

10としましょう。ところが、10とした場合に、私

と教育長がコミュニケーションをとるときに、こ

れは４段階か５段階のいわゆる倫理、道徳観を踏

まえているだろうということで、この５ランクか

ら話をするのです。これが人によって、道徳観、

倫理観の相違から、２の人もいれば、５の人もい

る。

ここで、なぜ我々が話をしていて、人づき合い

してウマが合うとか話が合うとか、ああ、この人

、 。とは友達になれる この感覚はここで出るのです

要するに、知っておいて当たり前な倫理観、道徳

観が同じであれば、同じ人間として話が弾むので

す。今教育長は、うそ偽り、これを道徳で教える

のだと、人間はしてはいけないこととおっしゃい

ました。しかしながら、口で教える、紙に書いて

、 。教える 日本国はそういうことはしておりません

いい例が六法であります。教育長、大変失礼です

けれども、六法をご存じでしたら、ちょっと六法

を言っていただければありがたいです。

〇議長（山本留義） 教育長。

（ ） 、 、 、 、〇教育長 遠島 進 六法は 憲法 刑法 商法

民法、民事訴訟法と刑事訴訟法だというふうに思

います。

〇議長（山本留義） 17番。

〇17番（村中徹也） 大変失礼なことをお聞きしま

した。そうなのです。この六法なのですが、ここ

に教育長が言ったとおり、私が壇上でレポートの

、 、参考書で言ったとおり 人を殺してはいけません

人を傷つけてはいけませんと書いていないので

す。手続論が書いてあるのです。刑法199条、人

を殺せば５年以上15年未満とか、これしか書いて

いないのです。なぜ書いていないか。まさしく言

わなくてもわかっているだろうということなので

す。この言わなくてもわかっているのをどこで教

えるのかということの質問なのです、私は。教育

長ですから、学校の果たす役割、私の家庭で果た

す役割、社会。今回の事例を出しました。あの人

たちは、間違ったことをしました。これは、あし

、 。た私たち 児童・生徒に起こり得ることなのです

そこで、もう一度お尋ねします。教育長の道徳

教育、倫理教育、学校ではどうあるべきか。あな

た自身の哲学はどう思っているのか、これをお尋

ねしたいと思います。

〇議長（山本留義） 教育長。

〇教育長（遠島 進） 私自身の道徳教育観を言え

ということでございますので、今すぐに出てきま

せんので、少し違う観点からまず話を進めていき

たいと思います。

まず、道徳教育は、昭和33年の学習指導要領改

訂によって、学校教育全体を通じて行うという従

、 、来の方式に加えて さらにその徹底を期すために
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、 、新たに道徳の時間を設けて どの学年においても

毎週継続してまとまった時間を行うよう、小・中

学校の教育課程に位置づけられました。その後学

習指導要領の改訂が行われるたびに道徳教育の充

実が叫ばれ、道徳の時間の趣旨の徹底が図られて

まいりました。また、平成18年に改正されました

教育基本法では、教育の目標として新たに豊かな

情操と道徳心を培うということが規定されるな

ど、道徳教育がさらに充実されることになり、こ

のことを踏まえて改訂された平成20年の学習指導

要領では、道徳教育の推進を主に担当する道徳教

育推進教師が設けられ、確実に道徳教育が効果を

上げていくことができるように指導体制の充実が

図られてまいりました。

このような過程を経て、道徳は義務教育におい

て学ぶべき基礎基本の一つとして各教科における

知識や技能とともに、将来の国家及び社会の形成

者としてなる全ての子供に身につけさせることが

必須となっています。いかにすぐれた科学技術で

あろうとも、それを使う人によっては、よいこと

にも悪いことにも利用されます。だからこそ、知

識や技術を学ぶことと同時に、人間としてどう生

きるかについてしっかりとした倫理観や道徳心を

培うことが大切にされなければなりません。

当市においては、このような道徳教育の重要性

を教員一人一人にしっかりと認識していただき、

週１時間の道徳の時間をかなめとした学校の教育

活動全体を通じた道徳教育の充実に努めておりま

す。その結果、小中一貫教育にかかわる意識調査

においては、道徳の授業を通して、命の大切さや

決まりを守ることは大切であると考えるようにな

ったと92.9％の児童・生徒が肯定的な回答を寄せ

ております。しかしながら、文部科学省の有識者

会議におきましては、全国的な規模で実情を捉え

ると、今なお多くの課題が存在しているとし、道

徳の教科化が提言されております。

変化の激しい不安定な社会においては、心の安

定が何より大切にされなければなりません。子供

たちが安心した生活が送れるのも、また喜びや悲

しみを共有し励まし合って生きていけるのも、そ

こに共通した倫理観や道徳心が存在するからで

す。道徳の教科化が提言された背景には、このよ

うな変化の激しい、また価値観の多様化した社会

の中でも、心の安定を図るためには道徳的価値の

共有化が必要という考え方があるように思われま

す。

教育委員会といたしましては、当市の学校教育

が単なる知識の習得に偏ることなく、充実した道

徳教育を通して子供たち一人一人に生命を大切に

する心や他人を思いやる心など、豊かな人間性を

育むものとなるよう努めてまいりますので、ご理

解をいただきたいと思います。

先ほど冒頭申し上げました私の倫理観というこ

とでございますが、この中にありますように、子

供たちが変化の激しい不安定なこの社会の中で安

定した生活を送るためには、共通した、みんなが

守らなければならない道徳観、これを共有するこ

とで励まし合って子供たちが生きていけるものと

いうふうに思っておりますので、文部科学省が進

める道徳の教科化に敏感に対応して、道徳教育を

これまでより充実をさせていきたいというふうに

思っております。

〇議長（山本留義） 17番。

〇17番（村中徹也） それでは、１つ、２つ、ちょ

、 、っと例題を出して 教育長のどういうお気持ちか

お尋ねをしたいと思います。

私は、生の教育長の声を聞きたくて質問したの

です。私は、以前市長に質問したときも、石橋を

たたいても渡らない市長だと、こういうふうに言

。 、 、ったことがあります これは 最大の褒め言葉で

その後の言葉として、だから市政を任せても大丈

夫なのだということを私が言ったのです。同じな
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のです、教育長。あなたのそのフィロソフィーを

聞いたうえで、もう細かいことはいいだろうとい

う趣旨で質問しますので、本心を吐露できたらな

と、こう思います。

１つ、では事例を差し上げますので、どちらに

正義があるのか、どちらが倫理的、道徳的に正解

なのか、お尋ねをしてみたいと思います。

これは、実際にあった話です。一家で信仰して

いるとある宗教上の日曜学校に出席するため、小

。 、学校の父母参観日を欠席したのです そうしたら

その学校が欠席扱いとしたことに、教育長、あな

たはどちらがジャスティスだと思いますか。

〇議長（山本留義） 教育長。

〇教育長（遠島 進） 小学校の父母参観日に欠席

したことを欠席扱いにしたことについてどう思う

かということでありますが、学校に出席すれば出

席扱いですし、欠席すれば欠席扱いだというふう

に私は考えております。学校の欠席というのは、

親族が亡くなったとき、通夜、葬儀をやる際の忌

引きです。それから、性行が不良で出席停止を求

められ、または伝染病にかかって出席停止を求め

られた。これは出席停止。この忌引きと出席停止

、 。は 出席しなければならない日数から引かれます

ということで、出席しなかったということにはな

らないです。もう一つ、部活動などで遠征に行っ

た際の休みを公欠といいます。その公欠はどうい

、 、う扱いかというと 教師が引率して行きますので

学校ではなく別な場所で教育活動が行われている

というふうに捉えて、これは出席扱いというふう

にいたします。ということで、出席、欠席につい

てはそのような形で扱っている。

この日曜日に父母参観日を行った場合に、場合

によっては希望者だけ参加するということもある

かと思います。そうではなくて、多分学校の教育

課程を実際実施するということでやるとすれば、

ほかに休みをとらなければなりませんから、これ

は正規の授業ですので、ここを休むと欠席という

ふうになるだろうと思います。

〇議長（山本留義） 17番。

〇17番（村中徹也） まさしくそのとおりです。今

実際あった話なのです。

この父母が提訴しました。この間判決が出まし

た。判決が、宗教上の理由によって個々の児童の

授業日数に差をつけては公教育の宗教的中立性も

公教育の集団教育としての機能も保てないと東京

地裁で判決が出ました。あなたの言ったとおりで

す。安心しました。休んだほうを擁護するかと思

いました。

もう一つ、春先に新聞にこういうことが載りま

したね。ある先生が、自分の子供の入学式、卒業

式、要するに学校行事ですね、これに出席するた

めに自分が勤めている学校に公休を出して、許可

された。許可されて、同じ日に自分の勤めている

学校に行事があったにもかかわらず、自分の子供

を見に行った。この行為は、倫理観から見て、ど

ちらがジャスティスですか。ご意見を求めます。

〇議長（山本留義） 教育長。

（ ） 、 、〇教育長 遠島 進 まず 年次休暇については

本人から請求があった場合、これは与えられなけ

ればならないということになっております。その

際に、公務に支障がある場合は、校長が時季変更

権、ほかのところに与えることができると。この

日は都合が悪いので、別な日にしてくださいとい

うことで与えることができるというふうに休暇に

ついてはなっておりますけれども、したがって校

長が自分の学校では支障がないと判断したという

ことであれば、それはいいのではないかというふ

うに思いますが、校長の判断が正しいかどうかと

いうのは、詳しい内容はわかりませんので、ちょ

っと判断できかねます。

〇議長（山本留義） 17番。

〇17番（村中徹也） そういうことを聞いているの
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ではないのです。休んだ先生について、あなたは

どう思いますかと聞いているのです。公休を出し

て、ルールは全部守っているのです。ルールは全

部守ってやっている。しかし、自分が学校の行事

を休んで自分の子供がいるところが行って、同じ

行事がその日にあった。あなたは、この先生の行

為についてどう思いますかということを聞いてい

るのです。

〇議長（山本留義） 教育長。

〇教育長（遠島 進） まず、私自身はその場合に

公務を優先します。そして、周りの、今まで私が

かかわってきた人たちは、ほとんどそのように公

務を優先していました。しかし、その自分の子供

の行事に行かなければならない特別な事情がある

のかどうかわかりません。したがって、そこの判

断を、その休暇をとった人に対して、あなたの行

いは間違っているというふうな判断はちょっとま

だ資料が足らないので、私自身は言えないという

ふうに思っています。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 17番。

〇17番（村中徹也） 当分の間、当分の間ですよ、

あなたに教育行政のトップとして任せても安心だ

という思いを持ちました。

これで村中徹也の質問を終わります。

〇議長（山本留義） これで、村中徹也議員の質問

を終わります。

ここで、昼食のため午後１時20分まで休憩いた

します。

午後 零時１５分 休憩

午後 １時２０分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎工藤孝夫議員

〇議長（山本留義） 次は、工藤孝夫議員の登壇を

求めます。３番工藤孝夫議員。

（３番 工藤孝夫議員登壇）

〇３番（工藤孝夫） 日本共産党の工藤孝夫です。

、 、 、まず 今むつ市議会第220回定例会は 悲しく

寂しい中で開催されました。宮下順一郎市長の姿

がなく、花がひっそりと飾られた空席を見ても、

ご逝去されたことが今もって信じがたいものがあ

ります。若過ぎる突然の出来事に、ご遺族の悲し

みとご心痛に、改めて心より哀悼の意を表するも

のであります。

それでは、通告に基づいて質問をいたします。

最初は、ＴＰＰが内包して進行する国民皆保険

制度についてであります。ＴＰＰ、すなわち環太

平洋戦略的経済連携協定は、年内妥結を求めて国

民に内容が知らされないまま秘密交渉で進められ

ています。農産物の聖域確保として834品目と言

、 、 、 、 、 、われるうち 米 麦 牛や豚肉 砂糖 乳品など

いわゆる重要５品目があります。ＴＰＰ交渉をめ

ぐっては、この重要５品目が先行して取り沙汰さ

れています。しかし、この裏で保険、医療の分野

も深刻な問題が進んでいます。混合診療の解禁拡

大も、その重要な一つであります。

公的医療保険の対象となる保険診療と保険対象

外の自由診療を併用する混合診療解禁に向け、政

府の規制改革会議では （仮称）選択制療養の創、

設を求める意見書をまとめたことが報じられまし

た。医師と患者が合意すれば、安全性が未確立で

あっても混合診療として認める仕組みです。医療

への安全と信頼を揺るがしかねず、所得の違いで

受けられる医療の格差を広げる混合診療の解禁

は、国民に深刻な不利益をもたらすものでありま

す。これまでの混合診療の原則禁止は、国民皆保

険の理念に基づき、国民に対し、医療を平等に保

障する重要な仕組みとして確立したものであるこ
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とは申すまでもありません。混合診療が解禁され

、 。るなら この仕組みと原則が根本から崩されます

一旦混合診療に組み込まれた最新の治療や薬は、

なかなか保険の対象にはされないことも指摘され

ています。自由診療分が数百万円単位の高額な治

療費のままに固定されてしまうとしたら、その結

果、お金を工面できない人は必要な最新の医療を

受診する道が阻まれてしまいます。安全な医療を

貧富の差にかかわらず誰もが受けられる、まさに

国民皆保険制度の崩壊につながるものでありま

す。

私は、この見地から、第１点に、国民皆保険制

度を維持すべく市行政の見解をお尋ねいたしま

す。

次に、不要公共施設削減にかかわる総合管理計

画の策定について質問いたします。新聞報道によ

りますと、総務省では、人口減少や老朽化で使わ

れなくなった公営住宅や学校といった公共施設を

削減するために総合管理計画をつくるよう全国の

自治体に正式に要請したことを報じています。計

画は、自治体庁舎や廃棄物処分場などあらゆる公

共施設を対象とし、管理計画策定を条件に、こと

し2014年度から自治体が公共施設を取り壊す費用

を地方債で調達することを特例的に認め、撤去を

促進していることも報じております。

そこで、これらの要請を受けて、市として旧町

村にある廃焼却炉施設の解体を含め、総合管理計

画策定はどうするのか、現状と今後の方向につい

て伺うものであります。

最後に、環境整備について質問いたします。近

年県道沿いの電線下において、電線やケーブル線

に支障を及ぼす木々の伐採が行われております。

ことしも昨年に続き県道川内佐井線で観光景勝地

である大滝公園、下戸ケ淵など、川内川渓谷のそ

ばを通る電線下の景木を幅広く、かつ何キロにも

及ぶ距離の伐採が行われています。問題は、その

伐採木が撤去されず、そのまま放置されているこ

とです。景観的にも悪影響を及ぼしています。量

的にも膨大で、放置し、腐らせてしまうのではな

くて、国民の財産であり、木質バイオマス燃料な

どの利活用促進を図るなど、伐採処理後と景観に

配慮した対応及び対策について答弁を求めるもの

であります。

以上で壇上からの質問といたします。

〇議長（山本留義） 市長職務代理者副市長。

（新谷加水市長職務代理者副市長登壇）

〇市長職務代理者副市長（新谷加水） 工藤議員の

ご質問にお答えいたします。

まず、国民皆保険制度についてお答えいたしま

す。ＴＰＰと国民皆保険制度についてのお尋ねで

ありますが、ＴＰＰいわゆる環太平洋戦略的経済

連携協定につきましては、各分野における自由貿

易協定でありますことから、医療分野においても

一定の自由化が求められるものと認識していると

ころでございます。

ご質問の国民皆保険制度が含まれる医療分野で

の規制緩和としては、混合診療や営利企業参入な

どが挙げられておりますが、こうした規制緩和が

国民生活の改善になるとは限らないという意見が

ある一方、成長戦略の鍵を握っているとも言われ

ているところでございます。

言うまでもなく国民皆保険制度は、医療制度の

根幹であります。そういう意味では、誰もひとし

く必要なときに必要な医療を受けることができる

国民皆保険制度は、命と健康に対する国民の安心

を確保するための基盤として、将来にわたり堅持

していく必要があると考えております。

しかしながら、直近の新たな成長戦略の骨子案

によれば、困難な病気を克服しようとする患者の

治療の選択肢を広げるため、公的な医療保険を使

える保険診療と保険外の自由診療を組み合わせる

混合診療の範囲拡大を６月末に閣議決定する成長
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戦略に盛り込み、来年の通常国会に関連法案を提

出するということであります。たまたま工藤議員

の質問に合わせたように、昨日安倍首相が混合診

療の拡充を表明したと大きな見出しで報道された

ところでありますが、それは当面混合診療を限定

的に認めた現行制度、つまり保険外併用療養制度

の中に患者申し出療養を設けるということのよう

でありますので、大幅拡大からは大分後退したと

の観測もなされているところでもございますし、

また今後法制化に向けましては、国会の場でさら

に深く論議がなされていくことになると思われま

すので、どのような制度になるのか、情報の把握

に努めながら、今後の動向を注視してまいりたい

と考えているところでございますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

次に、公共施設についてのご質問にお答えいた

します。議員ご指摘のとおり、本年４月22日付で

総務大臣名で全国の地方公共団体に対しまして、

公共施設等総合管理計画の策定が要請されたとこ

ろであります。あわせて本計画の策定に当たって

の指針が示されましたので、今後はその指針に基

づき、それぞれの地方公共団体が策定に向けた取

り組みを進めていくことになるものと考えており

ます。

要請の背景には、国はもとより地方公共団体に

おきましても厳しい財政状況が続く中で、少子高

齢化の進展に伴う人口減少時代を迎え、公共施設

等における住民ニーズが変化してきている現状を

踏まえ、長期的な視点で更新、統廃合、長寿命化

などを計画的に行うことにより、公共施設等の最

適化を図ることが重要であるとの認識がございま

す。

当市におきましても、庁内関係部署の合議体を

立ち上げ、公共施設のマネジメントを組織的に進

めることとしておりまして、ワーキンググループ

を発足させ、本年５月に１回目の会議を開催した

ところでございます。

いずれにいたしましても、この公共施設等総合

管理計画に基づいて行う解体費用は、地方債を財

源充当できますことから、財政負担の平準化のた

めにも粛々と計画策定に向けた取り組みを進めて

いきたいものと考えているところでございます。

特にむつ市内に４カ所存在いたします旧清掃セン

ターを解体撤去するためには、廃棄物焼却施設内

作業におけるダイオキシン類ばく露防止対策要綱

に基づき調査分析を行い、各施設の状況に応じた

安全対策と適正処理が必要となるため、他の公共

施設と比べましても、多額の費用を要することと

なります。

公共施設等総合管理計画におきましては、施設

の類型ごとにその特性を踏まえ、基本的な方針を

記載することとなっておりますことから、さまざ

まな施設の特性などを十分協議、検討してまいり

たいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと

存じます。

次に、環境整備についてお答えいたします。送

電線下の木材伐採の処理についてでありますが、

議員ご指摘の箇所は、主要地方道川内佐井線の東

北電力岩谷沢発電所付近からふれあい温泉川内近

くまでの道路脇と存じます。これは、東北電力が

電気事業の用に供する電線路に障害を及ぼし、も

しくは及ぼすおそれがある場合に行っている伐採

作業であり、林野庁と東北電力との間において、

伐採に関する協定を締結しており、それに基づき

実施していると伺っております。

その処理方法につきましては、国有林内の山林

において電気供給のためにより伐採された木材等

につきましては、腐食させ、自然に帰すことで処

理は終了していると下北森林管理署から伺ってお

ります。議員ご指摘の大滝、下戸ケ淵の箇所は、

むつ市が川内川渓谷遊歩道として整備し、豊かな

ヒバ林や広葉樹林が織りなす自然美をＰＲしてい
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る景勝地であり、伐採立木の放置が景観の配慮に

欠けていたのではないかとのご指摘であると存じ

ます。

今後こうした箇所につきましては、むつ市の観

光地であることも考慮していただき、国有林の土

地所有者である下北森林管理署、東北電力及び関

係機関と相談しながら、景観にも配慮した方法で

伐採をお願いしたいと考えておりますので、ご理

解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ３番。

〇３番（工藤孝夫） まず、国民皆保険制度の維持

についてでありますけれども、副市長答弁でも、

、（ ）選択治療ということが出ましたけれども 仮称

選択診療ということも今言っているわけでありま

すけれども、１つには選択といってみても、いわ

ゆる患者にとっては非常にリスクが、自由診療の

場合は、高い、低いというような問題があるよう

でありまして、この治療はリスクが高いのだ、い

や、低いのだと、そう選択できる患者というのは

そうないと思うのです。でありますから、これが

一旦導入されるというと、まさに命の危険さえ伴

うというものが内包している、こういう問題があ

るわけです。ですから、この点についての認識を

しっかりと私たちはまず持つべきだというふうに

思います。

そこで、いわゆるこの混合診療が解禁だという

ことになりますと、自由診療は保険のこれは対象

適用外となるわけですから、自由診療の利用者と

いうのは高額所得者中心、一般庶民は保険診療部

分というふうにおのずと絞られていくと思うので

す。当然のことながら、医療の格差は生じていく

と、こういう懸念が出てまいります。

そこで、さらに問題なことには、この医療の格

差と相まって、自由診療で高い利益を上げられる

医療機関というのは高額所得者の多い都市部へと

いうふうに流れていくのだということが医師会の

中でも公然と指摘されているのはご承知のとおり

であります。そうなっていきますと、こういう僻

地の場合、僻地治療が成り立つのかどうかと、崩

壊するのではないかと、こういう危険が出てくる

のではないかと思うのですが、これに対する市当

局の考えをお聞かせ願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 市長職務代理者副市長。

〇市長職務代理者副市長（新谷加水） 選択診療、

今般患者申し出診療というふうな格好で法制化を

目指しているということの中では、患者そのもの

のリスク管理といいますか、そういうふうなもの

が非常に難しいのではないかと。そういうふうな

ことは、当然これは論じられているわけでござい

まして、審査にこれまでは６カ月から７カ月かか

っていたものを６週間というふうなことで結論を

出していきたいという、そういうふうなことも、

果たしてそういうことでこのリスク管理ができる

のかどうかというふうなことも大きな問題になっ

。 、ていくものだろうと思います この辺については

まだまだ国会で法制化に向けては議論がなされて

いくものだろうと思います。

混合診療が大きく拡充されていった場合には、

議員ご指摘のように、いわゆる医師の偏重といい

ますか、都会への偏重と、こういうふうな危険も

あるかもしれません。ただ、先ほど壇上でも申し

上げましたように、当面は限定された現行制度の

中での拡充といいますか、制度設計のようでござ

いますので、急にはそういうふうなことは起こら

ないのではないか。これから国会での議論という

ふうなことも始まりますので、その行く末を見守

らなければいけないのではないかなというふうに

思っているわけでございますけれども、ただ医療

資源の確保、殊に医師の確保ということにつきま

しては、これは慢性的に我々の大きな課題として

あるわけでございまして、医療法上はむつ総合病

院、充足率125％というふうにはなっているので
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すけれども、現場での実情としては50％ぐらいと

いうふうなのがずっと言われてきているところで

ございまして、そういう面におきましては、医師

の確保については下北医療センターを主体として

最重要課題として継続的に鋭意取り組んでいると

いうことでございます。今後ともその医師確保と

いうことについては、弘前大学の医局を通じなが

ら、相談しながら努力していかなければいけない

ものだというふうに思っているところでございま

す。

さらに、国におきましても、社会保障制度改革

医推進法の骨子として国民皆保険制度の維持と地

域における医師や看護職員等の確保及び勤務環境

の改善に係る施策について、次期医療保険計画の

策定時期である平成29年度までに順次必要な措置

を講ずるとして、その方向性を示しているところ

でもありますし、青森県におきましても、地域医

療支援センター事業による医師確保に努めている

ところでございまして、特別枠として一定期間、

中小医療機関に勤務する卒業生も出てきておりま

すことから、今後も一定の確保は可能になるので

はないかと思われるところでございます。

いずれにいたしましても、本人の希望や県内各

地での引き合いの状況もありますことから、地域

間の医師の偏在については一朝一夕には改善され

るものではございませんが、研修医のマッチング

制度も含めた一層の確保に努めるとともに、関係

機関に働きかけを行うものといたしているところ

でございますので、ご理解をいただきたいと存じ

ます。

〇議長（山本留義） ３番。

〇３番（工藤孝夫） 副市長の力強い決意がなされ

ました。先般の新聞報道でも、宮下前市長の思い

を代弁した記事が載っておりました。拝見いたし

ました。大変そういう点では、心強い副市長だな

と思っておりますので、今のこの医師の問題につ

いても、ぜひ頑張ってほしいというふうに強く要

請しておきたいと思います。

次に、不要公共施設削減にかかわる総合管理計

画の策定に関連して質問いたします。４つの焼却

炉、さまざまな難しい面もあるけれども、順次進

めていきたいという答弁だったと思いますが、こ

れまでの廃焼却炉施設解体については、議会のほ

うでもずっと国に要望してきた経緯があります。

総務省では、この総合管理計画の策定の狙いとい

うことで、自治体の維持管理コストを減らして自

治体財政を健全化すると、ここに狙いがあるのだ

というふうに報道もされておりますけれども、地

方債も借金ですからそうなのですけれども、我が

市は合併がなされて不要な施設も他市よりもはる

かに多い、抱えているというのも現実であります

から、この計画策定を粛々と急いでいただきたい

というふうに思います。

それで、この計画はいつまで策定するという期

限みたいなものはあるのでしょうか。あるとした

ら、そのめどはいつごろに置いているのか、この

点をお聞きいたします。

〇議長（山本留義） 市長職務代理者副市長。

〇市長職務代理者副市長（新谷加水） 国からの要

請としては、平成28年度までに策定するようにと

いうふうな要請でございます。私どもとしても、

先ほど申し上げましたように、プロジェクトチー

ムをつくりまして、検討しているわけでございま

すけれども、これは国から言われるまでもなく、

庁内ではファシリティマネジメントというふうな

ことで、公共施設については、将来的にどういう

ふうに持っていくかというふうなことについて

は、検討を重ねてきているところでございますけ

れども、まずは全体的な公共施設の把握、現況調

査、ここから始めていくというふうなことでござ

いまして、国の要請に従って、平成28年度までに

は何とか策定をしていきたいというふうに考えて
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おります。策定費用の２分の１は国庫補助が出る

というふうに伺っているところでございます。

以上です。

〇議長（山本留義） ３番。

〇３番（工藤孝夫） わかりました。

ついでにこの点に関連してお聞きいたしますけ

れども、各地区にこれから出てくるだろうと思う

、 、のですが 公民館がたくさんあるのですけれども

地区別に存在する、そういう公民館も市では総合

管理計画の策定の一つとして組み入れているのか

どうか、ここを確認の意味でお聞きいたします。

〇議長（山本留義） 市長職務代理者副市長。

〇市長職務代理者副市長（新谷加水） この総合管

理計画には、統廃合した学校校舎もひっくるめ、

当然ながらこういう地区別の地区にあります公民

館、こういう公共施設については全て網羅して計

画していくというふうなことでございます。

〇議長（山本留義） ３番。

〇３番（工藤孝夫） 国から２分の１の補助がある

という答弁でありましたけれども、総額的に幾ら

ぐらいになるのかというようなことを大体の試算

はなされておりますか。ありましたらお知らせ願

いたいと思います。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（石野 了） 今その辺のところ、総体

的にどのくらいの経費がかかるのか、実態の現況

、 、がどういう状況なのか あと何年くらいもつのか

それらを含めまして、総括的に詳細についても調

査検討を進めているところでございます。

それから、補助と言いましたけれども、特別交

付税での２分の１の算入があるということでご理

解を賜りたいと思います。

以上です。

〇議長（山本留義） ３番。

〇３番（工藤孝夫） 送電線下の木材の伐採の処理

に関してお伺いしたいと思います。３点ほどまと

めて伺います。

まず１点は、これまでにどのぐらいの数量の木

材が伐採されたのか、直近の年度別でいいので、

わかっておったらお知らせ願いたいと思います。

それから、２点目に、先ほどの答弁で、今後に

おいても景勝地での伐採方法については環境に配

慮するように求めていきたいというふうな答弁で

ありました。この部分についてはわかるものの、

それでは現在放置されている観光立地場所付近の

この伐採木の措置はどうなるのかと。答弁漏れが

あったと思いますので、お答え願いたい。

もう一点は、暖房など、エネルギーの利活用に

供する、こういう点においてはどうなのかという

点でお尋ねしたいと思います。この３点について

お伺いいたします。

〇議長（山本留義） 川内庁舎所長。

〇川内庁舎所長（松本大志） 工藤議員の送電線下

の木材伐採処理についての再質問にお答えいたし

ます。

ご質問の第１点目、過去にどのくらいの木材が

伐採されたのかというご質問でありますが、下北

森林管理署管内において、下北地区では東北電力

が電気事業の用に供するために伐採した木材の材

積は、平成23年度においては178立方メートル、

平成24年度では435立方メートルとなっておりま

す。平成25年度伐採分については、まだ集計がで

きていないということでございます。

次に、２点目の現在放置されている観光地付近

の伐採木の措置につきましても、同様に景観に配

慮した対応をお願いしたいと考えております。

３点目の暖房などのエネルギーの利活用に供す

ることにつきましては、一般的にはこのような伐

採した木材は地域の薪炭共用林組合とか林業業者

には売り払いすることができるというふうに伺っ

ております。

以上でございます。
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〇議長（山本留義） ３番。

〇３番（工藤孝夫） わかりました。

この木材の伐採の処理ということに関連して、

最後にお尋ねしておきたいと思いますが、県が目

指す基本計画の中で、地域別で下北の場合、森林

の整備、管理及び伐採、間伐材の新たな利用の促

進、それからまた再生可能エネルギーの活用に関

する知識の普及ということを県ではうたっており

ます。そして、木質バイオマスの利用、研究も進

んでいるというのはご承知のとおりだと思うので

すが、先日西目屋村では剪定の枝を活用した木質

バイオマス発電の可能性調査をするという報道が

なされております。これだけ木材というのは注目

されて研究の対象になっているということであり

、 、ますけれども そこで副市長にお尋ねしたいのは

この質問の冒頭の答弁の中で、国有林内の山林に

おいて電気供給のために伐採された木材などは腐

食させ、自然に帰すことで林野庁は電力会社と協

定を締結しているというのがありますね。これが

林野庁の方針だとすれば、私は先ほど述べた県の

基本方針あるいは木質バイオマスの利活用という

観点からいけば、この林野庁の方針は全く逆行し

ていると言わざるを得ないのです。ましてや国民

の財産です。切って、倒して放置して腐食させる

のが林野庁の方針だと、国民の財産を。こういう

方針などというのは、本当に国民の今エネルギー

の問題が調査研究されている中で、甚だ遺憾な方

針だと言わざるを得ないのです。ですから、私は

こういう林野庁の方針にとやかく言えということ

ではありませんけれども、私が先ほど言ったよう

に、このエネルギーをめぐってのものを考えるな

らば、林野庁の方針はそれでいいのだということ

になるのかどうか、副市長の考えをお尋ねしたい

と。

〇議長（山本留義） 市長職務代理者副市長。

〇市長職務代理者副市長（新谷加水） 間伐材の活

用ということについては、工藤議員同様、大切に

使うべきものだろうというふうに私もそう思いま

すが、実際私も富士山に行ったときは、やはり間

伐材がそのまま放置されてコケむしている状況と

いうふうなのを見てまいりました。そういうこと

では、やはり国定公園内あるいは国立公園内とい

うふうなところについては、枝１本折るのもかな

り制限されているというふうなこともありますの

で、極力手をつけないというふうな方針でいって

いるのかなという気もいたしております。その辺

のところは、ちょっと詳しくわかりませんので、

申しわけございませんが、その辺の自然に帰する

ということがベストというふうに考えてのことだ

ろうと思いますので、その国定公園内、国立公園

内というふうな部分以外では、ある程度そういう

規制が外れると思いますので、その辺の部分につ

いての活用というふうなことについては、やっぱ

り鋭意努力していくべきであろうというふうには

思っているところでございます。

以上です。

〇議長（山本留義） ３番。

〇３番（工藤孝夫） これで私の一般質問を終わり

ます。

〇議長（山本留義） これで、工藤孝夫議員の質問

を終わります。

、 。ここで 午後２時10分まで暫時休憩いたします

午後 １時５７分 休憩

午後 ２時１０分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎東 健而議員

〇議長（山本留義） 次は、東健而議員の登壇を求

めます。９番東健而議員。
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（９番 東 健而議員登壇）

〇９番（東 健而） 本日の定例会のトリを務める

ことになりました、市誠クラブの東健而でありま

す。

６月に入り、定例会も220回の節目を迎えまし

た。本来であれば、亡き宮下市長にご登壇いただ

き ご答弁を仰ぐ予定でございましたが ５月19日、 、

の突然のご逝去にそれもかなわず、まことに残念

至極であります。早いもので、それからもう３週

間がたちました。余りの衝撃に、私自身いまだに

何が何だか信じがたい思いであります。

質問に入る前に、まず亡き宮下市長の残されま

した数々の偉業と功績に対しまして、改めて敬意

と尊崇の念をあらわすとともに、深甚なる哀悼の

意を表します。宮下市長、７年間、市政のために

並々ならぬご尽力を賜り、まことにありがとうご

ざいました。安らかにお眠りください。

さて、どのような事情があっても行政の継続に

停滞や変化があってはなりません。今回は、考え

ていた質問項目を変え、通告に従いまして、２項

目についての一般質問を行います。

、 。まず１項目め 福祉対策についてでございます

、 。１点目 敬老会のあり方について質問いたします

敬老会は、行政が長年市のために尽くしてきたお

年寄りたちのために、ささやかなお礼の意味で会

を催してきたものでありますが、近年それがどう

してか、ないがしろにされつつあるように感じま

す。前定例会で敬老会への参加年齢を80歳にする

という案が示されましたが、私はこのとき、本市

の平均寿命が男で76.7歳、女で84.8歳との説明を

聞き、危機感を抱きました。男の人たちは、80歳

まで生きられないので、全く敬老会へ参加できな

くなると考えたからであります また 年齢を80歳。 、

にすると、喜びを実感するお年寄りは何人いるで

しょうか。人数が極端に少なくなります。おばあ

さん方の参加だけで楽しみも薄れ、開催の意味が

なくなって、参加人数がますます遠のいていくよ

うな気がします。経費節減はわかりますが、参加

人数が少なくなっても現行年齢を継続するべきと

思いますが、いかがでしょうか。

２点目、社会福祉協議会の会長辞任についてで

あります。社会福祉協議会の会長が辞任したとの

報道がなされ、その理由が敬老会開催のあり方を

めぐって行政側とのトラブルに発展したと報じら

れました。６月１日に新会長に、元副市長だった

人が選任されたとのことですが、この原因を検証

していくと話しているようであります。前会長の

辞任の原因とともに、辞職勧告決議案が可決され

たという常務理事についても、その経緯がさっぱ

りわかりません。どのようになっているのでしょ

。 、うか わかっている範囲で結構でございますので

ご説明いただきたいと思います。

３点目、敬老会の年齢制限と、その理由につい

てであります。現在の敬老会への入会年齢では、

参加人員が約3,000人以上あるとも伺いました。

これでは余りにも多過ぎて、財政的に苦しいこと

から、切り詰める必要があるとの説明もありまし

たが、お年寄り軽視ではないかと考えます。性急

に事を運んでいる印象を受けますが、もう少し説

明責任を果たしたうえで、年齢制限を決定するべ

きではなかったかと思います。委託運営している

ところへ何の説明もなくいきなり年齢を引き上げ

するというのであれば、誰でも戸惑うのは明らか

です。落ち度がないのに、その運営方法をめぐっ

て急に行政側と関係が悪化したことが新聞で報じ

られました。この悪化した原因について、なぜそ

のようなことになったのか、ご説明をいただきた

い。

４点目であります。議会への説明が変わった理

由についてであります。むつ市議会第219回定例

会で、敬老会への参加は80歳以上と説明されまし

た。このとき、おかしいなと感じましたが、しば
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らくして、これが新聞記事に77歳以上になったこ

とが書かれていました。この前触れもない年齢制

限が引き下げられた理由について、議会に全く説

、 、明がありませんが これはどうして変わったのか

亡き市長の指示だったのかどうか、参加年齢がま

た変わることがないのかどうか伺います。

、 。５点目 議会への説明責任についてであります

参加年齢が変われば、変更したことの議会への説

明責任が生じますが、なぜそれがなされなかった

のか。議会軽視と受けとめられても仕方がありま

せん。年齢変更に議会と議員への説明責任がなさ

れなかった理由についてお尋ねいたします。

次に、２項目め、教育問題についてお尋ねいた

します。１点目、本市の今後の教育の展望につい

てお尋ねいたします。とうとうここまで来たかと

いう印象を持っていますが、合併以来、少子化で

小学校の統廃合の問題が叫ばれてきました。本市

でもこれからもこれが続いていくような様相を帯

びています。むつ市議会第187回定例会で私は、

亡き杉山市長に今後の教育行政のあり方について

質問をしたことがあります。その中には、小学校

の統廃合や統合校舎の問題、学校選択制の考え方

などを質問し、最後に、子供たちの減少でクラス

単位での団体競技や競争意識の低下が懸念され、

やがては中高一貫校や小中一貫校への導入が避け

られないので、いずれは脇野沢の生徒も川内中学

校との併置の教育環境導入を考えるときが来るだ

ろうということを質問したこともありました。そ

して、それが取り入れられたのか、現在脇野沢か

らの高校の生徒が川内高校へバスで通学していま

す。そのほかに川内町の小学校の統合校舎の建設

問題、早急な小中一貫校の導入が必要になってき

ていることを提言しましたが、それからしばらく

して川内町で小中一貫校が導入されました。しか

し、少子化の対策もなく子供の減少に歯どめがか

かりません。小中一貫校導入で数年は教育が継続

、 。できますが その後の教育の継続が危ぶまれます

今制度改革などの問題が急浮上しています。今後

どのような対応に迫られるのか。考えられる今後

の教育についての展望をお示しいただきたいと思

います。

２点目、小中一貫校の目指す将来像についてで

あります。小中一貫校への流れが部分的ではある

が加速しています。そこで、小中一貫校になれば

分離校との教育の地域格差が心配されます。本市

では、小学校と中学校の連携のあり方、どのよう

にこれを進めていくのか、小中一貫教育でどのよ

うなことをやろうとしているのか、分離校と同等

の教育が受けられるのか、小中一貫校の目指す将

来像についてご所見を伺いたいと思います。

３点目、今後小中一貫校へ移行する小学校の数

についてであります。本市の川内町では、ことし

の入学者は18名、脇野沢は２名、大畑小は35名、

大平小が80名、大湊小が27名、関根小が５名、二

枚橋小が１名、正津川小が４名、奥内小が４名と

なっていて、むつ市部を除いて軒並み減少してい

ることがわかります。このままでいくと、義務教

育が成り立たなくなり、やがて消滅する事態に直

面するときはそんなに遠くないと思います。本市

では、これから小中一貫校へ移行しようと考えて

いる小学校の数はどれくらいあるのか伺います。

４点目、脇野沢小学校の建設の見通しについて

であります。脇野沢小学校建設が動き出していま

す。ことしの脇野沢小学校への入学児童の数は２

名と伺っています。本来教育の機会均等とは多数

、 、の子供たちを想定したものですが 少数になると

。 、機会均等どころではありません 競争力が失われ

いろんな面で他校の生徒との差がつくことが懸念

されます。

昨年の議会で脇野沢の教育をどうするかという

同僚議員の質問が出たとき、父兄やＯＢへアンケ

ートをとったとき、幾ら少なくなっても学校は必
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要であるとの答弁を聞きました。教育は百年の大

計であり、幾ら児童の数が少なくなっても教育費

に配慮は欠かせませんので、学校が必要なのは私

も同感であります。しかし、小中一貫校への導入

は父兄やＯＢの考え方も考慮したとしています

が、何にも増して重要視されなければならないの

は、勉学にいそしんでいる子供たちの将来ではな

いでしょうか。どんどん子供たちが減少している

現在、これで小中一貫校を導入しても懸念される

競争力の強化や団体競技ができるのかどうか疑問

です。温情優先が子供たちの自立性を阻害してい

ないかどうか、少人数での小中一貫校導入に対し

て対策をどのように考えているのかお伺いいたし

ます。

また、建設を早期に完成させないと生徒、児童

が卒業してしまいます。せっかく小中一貫校へ移

行しても、生徒、児童がいなくなってさらなる統

合を選択しなければならなくなってしまっては、

せっかくの学校を建設する意味がなくなってしま

うと思います。小学校建設の完成見通しについて

もお伺いいたします。

５点目であります。脇野沢の義務教育とその存

続する期間についてであります。脇野沢でのこと

しの入学児童は２名で、来年は入学者の数はゼロ

と伺っています。まだ確定したわけではございま

せんが、働く場がなく、若者たちの流出で子供の

数が見込めない今、教育に不安が出ています。出

生率にもよりますが、ともすると児童・生徒がい

なくなれば、この後の小学校は必要ないわけです

が、ことしの入学児童が小学校を卒業する６年後

には、小・中生徒、児童の数が合わせて20人にな

ります。何年間小中一貫校を継続するか、学校を

建設した後の義務教育の存続期間について考察を

加えたことがあるかどうか伺います。

６点目、小中一貫校と小中分離校との教育格差

についてであります。小中一貫校での勉強は、少

人数の場合複式指導になるので、小学校から中学

校へ進級する過程で多少の格差は仕方がないと思

いますが、指導方法を工夫していただければ、分

。 、離校との見劣りはないと確信しています しかし

勉強に対する競争力やクラブ活動の団体競技など

では対処できない問題が内包しています。このた

め学校間の対抗競技などには参加できないことも

想定されます。この点が分離校との格差にならな

いか、この場合の連携と対応はどのように行われ

るのか、また高校受験で今までどおりの小中分離

校と小中一貫校の教育格差が心配されますが、懸

念はないか、またどのような対処方法が考えられ

るか伺います。

７点目、中１ギャップと教育の連続性について

であります。小学校から中学校へ進むときに、ど

うしても教育のギャップが否定できないことが指

摘されています。それは、今まで小学校で勉強し

てきた教科に急に高度な科目が導入され、それに

ついていけない子供たちが出るためと伺っていま

す。このため、不登校の児童の増加が問題視され

てきました。これをどのように捉え、どのような

指導方法を考えているか。また、小中一貫の導入

により、義務教育では教育課程において最大の効

果が上がることも求められていますが、そのため

には９年を区切る現行の６・３制や５・４制度、

４・３・２制などの導入が議論されています。中

１ギャップと教育の連続性について、これから制

度変更することも視野に入れることも考えられま

すが、当面の課題として継続か発展的変革か、本

市の教育の対処方について今後どのようなことが

考えられるか伺います。

８点目、カリキュラムの編成についてでありま

す。父兄の中から、カリキュラムが宙に浮いてい

る、小・中で先生の申し送りがうまくいっていな

いという苦情が聞かれます。運動会や文化祭など

では合同開催が行われているようですが、先生が
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かわれば指導方法も変化します。目的は小中一貫

校の子供の教育をどのようにして推進するかにあ

ります。

現在本市の小中一貫校では、小・中９年間の連

続制を重視した教育を目指しているようですが、

どのような考えに基づいたカリキュラム編成を想

定しているのか伺います。

また、川内小・中学校では、教育に小中分離型

をとっているようであります。中１ギャップの増

長や学習意欲低下につながらないか、基本的な考

え方を伺いたい。

９点目、小中一貫校の小・中の教員の連携につ

いてであります。小中一貫校の小学校、中学校の

入学式と卒業式は別々に行われているようです

が、教師の児童・生徒に対する指導方法も別々の

ようであります。教育には一つの流れとして、学

校間、教師間、また生徒間同士の連携を密にしな

ければならない部分もあると思いますが、以上の

連携について、当面の課題としてどのようなこと

が考えられるでしょうか。

10点目、学校間の教育格差に対する考え方につ

いてであります。先生も人であります。指導力に

も差が出るのは当然の問題と考えますが、それ以

上に考えなければならないのは、他人数の小中分

離校と小中一貫校との学校間の教育格差の問題が

あります。格差が広がらない対策をどのように考

えているのでしょうか。

最後です、11点目、入校案内板の設置について

お伺いいたします。旧川内町の中畑葛沢線から小

・中学校へ入るところに案内板がないため、むつ

方面から市道を通って学校へ入るとき、通り過ぎ

てしまうことが問題提起されています。これは、

入り口となる道路と同じ道路が数カ所あるため、

気づかずに通過してしまうためであります。学校

へ用事のある人は千差万別で、地図を頼りに来校

する人もあります。父兄や地元の人でさえ間違う

ときもあると伺っています。住民からの要望があ

ります。案内板を設置できないか伺います。

以上で壇上からの質問を終わります。

〇議長（山本留義） 市長職務代理者副市長。

（新谷加水市長職務代理者副市長登壇）

〇市長職務代理者副市長（新谷加水） 東議員のご

質問にお答えいたします。

ご質問の項目は多岐にわたっておりましたが、

その趣旨は、第１に、敬老会の対象年齢を80歳か

ら77歳としたことの経緯と議会への説明責任につ

いて、第２に、今回の社会福祉協議会の会長辞任

及び常務理事の顛末の説明という２点に集約され

るものと思いますので、その２点にまとめてお答

えさせていただきます。

まず１点目の敬老会についてでありますが、今

回の見直しは、敬老会への参加率が３割に満たな

い状況が続き、敬老の意が少数の方々にしか伝え

られていない現状を踏まえ、見守り活動を通じて

対象者全員に公平に敬老の精神を伝えられる新た

な敬老事業を立ち上げたうえで敬老会の規模を縮

小させていただくという敬老事業の大きな方向転

換のうえにあるということをまず初めにご理解を

いただきたいと思います。すなわち、市では去る

４月11日に生協コープあおもりと協力協定を締結

したのを皮切りに、郵便局や宅配業者等の民間事

業者との連携のもと、今後高齢者の見守り活動の

充実強化を図ることとしておりますが、さらに７

月下旬ごろからになると思いますが、民生委員の

方々に対象となる在宅の高齢者のお宅を訪問して

いただき、近況を確認しながら敬老記念品をお渡

しいただくこととしております。民生委員の方々

には、高齢者のお宅を訪問していただいた際に、

敬老会の案内もしていただくこととしております

ので、この新たな見守り敬老事業と敬老会の対象

年齢は同じにしたいと考えていたところでござい

ます。
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これまでの75歳以上の敬老事業の対象者といた

しますと 本年６月の年齢区分人口では約8,600人、

が対象となります。これは、市民全体から見ます

と、７人に１人が敬老の対象者となりますので、

やはりご長寿による敬老の意を表する対象者とし

ては多過ぎるという感が否めないと考えたところ

でございます。

当初予算でご提示いたしましたのは、平均寿命

を勘案し、80歳以上としたものでありましたが、

その場合は約5,500人が対象となり、市民11人に

１人が対象となるものでありました。この敬老事

、 、業の見直しについては 町内会と大きくかかわり

民生委員の方々にご協力をお願いすることとなり

ますので、本年４月の行政連絡員の総会の場でご

説明し、また民生委員の方々に対しましては、４

月以降毎月各地区の定例会の場にお邪魔して、ご

意見などを伺いながら煮詰めてきたところであり

ますが、対象年齢につきましては、80歳以上では

バスに乗れる方も限られることとなり、議員ご指

摘のように、敬老会の参加者が少なくなる可能性

が高くなるため、考え直してほしいというご意見

がございましたので、77歳以上とすることを５月

の定例会の場で再提示し、民生委員の方々のご協

力を仰いできたところであります。

ちなみに、喜寿、77歳以上の方々を敬老事業の

対象といたしますと、約7,600人、市民８人に１

人が対象となることになりますが、このことは川

内地区に関しましては、５月期の定例会がなかっ

たために６月13日の定例会でご説明して、全民生

委員の方々のご了解を得て決定することとしてお

りました。議員の皆様方には、対象年齢変更の経

緯、その他敬老会開催の具体部分も含めまして、

６月中には文書でご説明させていただきたいもの

と考えていたものでありますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

次に、２点目の社会福祉協議会についてであり

ますが、一連の動きは社会福祉協議会の定款にの

っとった理事会や評議員会の開催の結果起こった

ことであり、市としては市の推薦理事２名からの

会議報告でしか事実を知るすべがなく、会長の辞

任の原因なども新聞報道によるもの以上の情報は

持ち得ておりませんので、ご説明はできかねます

し、また説明する立場にもございませんので、ご

了承願いたいと思います。

ただ、事の発端は、新聞報道にありましたよう

に、常務理事が地域懇談会の場で敬老会の見直し

について反対する立場で行った言動について、一

般市民から匿名の投書があったことにあるという

ことは事実でありますし、その投書は市にも届い

。 、ておりました それに対する市の対応については

担当部長から答弁させます。

いずれにいたしましても、社会福祉協議会はこ

の６月から18名の理事のうち６名がかわり、元副

市長が会長に就任する新体制になったわけであり

ますので、その指導力に期待し、地域福祉を推進

する両輪の立場であることをわきまえつつ、良好

な関係を築いていきたいものと考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

教育問題についてのご質問につきましては、教

育委員会から答弁がございます。

〇議長（山本留義） 教育長。

（遠島 進教育長登壇）

〇教育長（遠島 進） 東議員の教育問題について

のご質問にお答えいたします。

ご質問の１点目、本市の教育の今後の展望につ

いてであります。人口減少は、むつ市のみならず

全国レベルで今後いや応なしに進んでいくという

試算がなされておりますが、このような中、いか

に地域コミュニティを維持していくのかといった

人口減少から派生する諸問題が全国の自治体に重

くのしかかっております。

学校教育においては、議員ご指摘のとおり、少
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子化の影響を受けて、学校の小規模化が進行する

、 。中で 学校統廃合といった問題が生じております

教育委員会においても、少子化社会に対応した活

力ある学校環境のあり方は切実な課題となってお

ります。このような背景を踏まえ、平成19年度に

策定されたむつ市教育プランによって、当市にお

ける教育課題解決の施策として、小中一貫教育の

導入を打ち出しました。以後、市内全小・中学校

を各中学校学区を単位として９ブロックに分け、

各ブロックごとの実態に応じて小中一貫教育を推

進していくことにより、知、徳、体の調和のとれ

た人間性豊かな児童・生徒の育成に努めてまいり

ました。

この教育プランは、前期５年、後期５年の10年

計画であり、今年度は８年目を迎えております。

教育委員会といたしましては、10年目を迎える平

成28年度までには、これまでの小中一貫教育の取

り組みにおける成果と課題を検証し、次の10年を

見据えた新たな教育プランを策定する予定でおり

ます。

議員よりご指摘いただいた少子化と学校教育の

あり方については、新たな教育プランの策定に当

たって検討を重ねてまいりたいと考えております

ので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、小中一貫校の現状と目

指す将来像についてお答えいたします。現在むつ

市においては、県内市部において初めての挑戦と

なる市内全域を対象とした小中一貫教育に取り組

んでおります。その取り組みは、校舎のあり方に

よって校舎一体型と校舎分離型の２つに分けら

れ、校舎分離型においては、１中学校に対して最

大３つの小学校が連携しております。校舎一体型

は、平成23年度に完成した川内中学校ブロックに

加えて、今後さらに脇野沢中学校ブロック、関根

中学校ブロックという２つのブロックに誕生しま

す。他の６ブロックにおいては、当分の間校舎分

離型で進んでまいります。しかしながら、むつ市

の小中一貫教育の進め方は、校舎一体型と校舎分

、 、離型とにかかわらず 義務教育９年間を前期４年

中期３年、後期２年に分けて指導することとして

おります。カリキュラムの編成においては、前期

４年は基礎基本の定着を図る期間、中期３年は中

学校への橋渡しの期間、後期２年は将来の進路へ

向けた期間と位置づけております。その中でも特

にいわゆる中１ギャップの解消を図るため、中期

の指導の充実を目指し、中学校の教員が小学校で

授業を行い、中学校の学習の進め方になれさせる

乗り入れ授業や、小学校においても中学校の学習

形態である一部教科担任制を取り入れて行う授

業、さらには小・中学校教員相互の情報交換の強

化などの取り組みの充実を図っております。

また、平成24年度より乗り入れ授業や小学校一

部学級担任制の導入がしやすいよう、各ブロック

に小中一貫教育学習支援員を配置しております。

このような小中一貫教育を完全スタートさせて３

年目となる平成25年度の小学校５年生と中学校２

年生を対象に実施した青森県学習状況調査におい

て、小学校は教科総合の正答率で３年連続して県

平均を上回るとともに、中学校においても５教科

を通じて初めて英語の正答率が県平均を上回り、

教科総合の正答率でも県の60.1％に対して59.9％

とほぼ遜色ないレベルまで向上してきておりま

す。

また、年間30日以上の不登校児童生徒数も完全

スタート前の平成22年度には小・中学校合わせて

100名あったものが、スクールサポーターや教育

相談員、教育相談支援員等による手厚い対応のお

かげもあり、平成25年度には47名と半減いたしま

した。このような小中一貫教育の導入による効果

は、校舎一体型であるとか、校舎分離型であると

かにかかわらず、どのブロックにおいてもあらわ

れております。
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高校受験においても、議員がご心配なさるよう

な不利益をこうむったという事例はありません。

むしろ受験指導においては、児童・生徒数の少な

いブロックのほうが生徒一人一人の特性を把握

し、きめ細かな個別の指導ができているという小

規模校ゆえのメリットを発揮できているように思

われます。小中一貫教育を進めていく単位となる

９ブロックは、その規模や地域性においてそれぞ

れ実態は異なります。しかしながら、平成23年度

からの完全スタートに当たって、中期の授業の充

実、学力向上アクションプラン及び不登校児童・

生徒減少アクションプランへの取り組み、特別支

援教育における小・中学校間の連携強化、小・中

学校合同行事の充実及び地域との連携といったど

のブロックにおいても必ず指導していただく共通

実践事項を設定し、その取り組みに格差を生じな

いように心がけてまいりました。このような取り

組みの結果、毎年児童・生徒、教員、保護者を対

象に実施している小中一貫教育にかかわる意識調

査においても、その満足度についてはブロックに

よる偏りもなく、年々向上してきている傾向にあ

ります。

なお、川内小・中学校のように、校舎一体型の

小中一貫教育であっても、小学校、中学校の入学

式と卒業式が別々に行われているのではないかと

いう指導方法に対するご指摘もございました。こ

のことは、校舎一体型の小中一貫教育で陥りやす

いと言われている学校行事等が変化に乏しくな

り、児童・生徒が中だるみするのではないか、小

学校６年生にとっては最高学年としての意識を持

っての活躍や心機一転などの機会が失われるので

はないかといったデメリットの部分に対する指導

方法の工夫、改善によるものであります。しかし

ながら、それにも増して小学生と中学生が同じ校

舎の中で生活できる校舎一体型の小中一貫教育に

おいては、ごく自然にお互いの活動を見学したり

応援したりすることにより、お互いのつながりを

深めるとともに、小学生に対して中学校生活への

見通し、期待、憧れを持たせることに見事に成功

しております。

教育委員会といたしましては、ブロックによる

格差を生まないために、共通実践事項を設定して

はおりますが、全ての取り組みを一律にそろえて

いくという考え方ではありません。各ブロックの

実態に応じて特色ある取り組みを推進していける

よう、それぞれの地域の児童・生徒の成長にとっ

て最も適した指導方法の工夫もまた推奨しており

ます。

小中一貫教育の導入は、あくまでもむつ市の学

校教育推進目標を達成するための手段としてであ

ります。手段としての小中一貫教育の進め方に違

いがあることには問題はありませんが、目標の達

成度に格差があることは容認されないことと考え

ております。知、徳、体の調和のとれた人間性豊

かな児童・生徒を育成するという目標を達成する

ために、今後も各ブロックの実態に応じた小中一

貫教育の充実を図り、生きる力と夢育む学校教育

の推進に努めてまいりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

次に、ご質問の３点目、脇野沢小学校の建設の

見通し等についてお答えします。脇野沢小学校建

、 、設につきましては ４月に設計業務委託を締結し

現在は現地調査を実施しております。５月には、

地域の方々も参画いただいている脇野沢小学校Ｐ

ＴＣＡ及び脇野沢中学校ＰＴＡを対象とした小学

校建設に向けての希望アンケート調査を実施した

結果 遊具 屋上 洋式トイレを望むなど 335件、 、 、 、

の意見が届いております。今後は、校舎の配置が

決まり次第、地質調査を実施し、今年度中に実施

設計を終える予定で、平成27年12月の完成、移転

を目指しております。

施設の計画につきましては むつ市議会第217回、
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定例会での答弁と重複いたしますが、脇野沢中学

校に小学校舎棟を増築し、屋内運動場は中学校と

の併用を考えております。増築する校舎には、普

通教室及びトイレを配置いたします。特別教室に

つきましては、基本的に中学校の特別教室を併用

することから、中学校棟の一部教室の模様がえが

必要になります。また、中学校校舎の階段は、中

学生の仕様となっているため、小学校の基準に合

致するよう改修を計画しております。脇野沢小学

校の改築につきましては、脇野沢中学校を使用し

ながらの工事となることから、児童・生徒の安全

を第一義に考え進めてまいります。

教育委員会といたしましては、脇野沢小学校に

かかわらず、学校の小規模化の進行の解決策とし

て、短絡的に学校統廃合という結論は急ぐべきで

はないと考えております。複式学級の解消に意を

尽くし、教育の機会均等を目指したいという方針

は変えてはおりませんが、それぞれの学校には明

治５年の学制発布以来、地域教育の中核として、

そこで暮らす方々とともに歩んできたそれぞれの

長い歴史があります。このような経緯を考慮しつ

つ、そこで学ぶ子供たちはもちろんのこと、保護

者や地域の方々の願いに耳を傾け、地域の宝であ

る子供たちの教育の充実のため、地域と一体とな

って取り組める学校環境のあり方をともに考え、

整備していくことが自らの責務であると考えてお

ります。

このような過程において、脇野沢地区において

は、その後の少子化の進行についても十分に考察

を加えたうえでの学校建設ということになってお

りますので、ご理解を賜りたいと存じます。

最後に、入校案内板の設置についてお答えいた

します。川内小学校、川内中学校の案内看板につ

きましては、小学校の屋内運動場完成後の平成

24年10月にグラウンド南側の国道沿いに木柱看板

を設置しております。議員ご指摘の校舎北側の中

畑葛沢線への看板設置につきましては、当該道路

が生活道路となっていることを勘案し、敷地条件

等を調査した後、案内看板の設置に向けて検討す

る所存でございますので、ご理解を賜りたいと存

じます。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） 敬老会のあり方につ

いての副市長答弁に補足して、一般市民からの匿

名投書に係る市の対応について説明させていただ

きます。

まず、敬老会の開催方法を変更することについ

ては、昨年10月ころの当初予算編成時に社会福祉

協議会とは事前協議しておりますが、敬老会の開

催方法を改め、市が直営で実施したいという打診

に対し、その場では市がそのように変更する考え

方なのであればそのようにとのことでありまし

た。それにもかかわらず匿名の投書によれば、地

域懇談会の場で常務理事が、議員を頼んで反対さ

せたらという、ある意味反対を先導するような言

動があったとの指摘がありました。このことは、

多額の補助金を支出している立場及び社会福祉法

人の一般的監督権限を持つ立場である市としても

看過できないものと判断し、４月10日には地域懇

談会における常務理事の言動の真義について、ま

た５月８日には４月30日に開催された理事会の場

で明らかになった常務理事の言動について、定款

や法令に反することはないかとの観点で、市長名

で社会福祉協議会長宛てに文書回答を求めており

ますが、いずれも定款や法令にもとるような行為

はないとの回答でありましたことから、その後そ

れ以上の措置はとっていない状況にございますの

で、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ９番。

〇９番（東 健而） 社会福祉協議会の問題につい

ては、議員が差し挟まれないところがありますの

で、ただいまの答弁を聞いて、意味がよくわかり
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。 。ません どっちがどういうふうにどうなったのか

この問題は、大体今穏やかになったみたいですの

で、この敬老会の年齢制限の問題というのは、市

長がおられませんので、現在では議論の余地がな

いと思います。このことは、市長がまた新たに誕

生しましたら、この77歳、もとに戻すか、80歳に

、 、するか これも議論の対象になると思いますので

今回はこれくらいにしておきたいと思います。

それから、教育問題についてでございますけれ

、 、ども ただいまの教育長のご答弁を踏まえまして

２点だけ再質問させていただきます。

まず１点目ですが、小・中生徒を指導できる教

員免許状の取得についてであります。小中一貫校

で小学校、中学校の両方の教員免許状を必要とす

る答申が文部科学省の委員会で今現在議論されて

います。これは、同一校で生徒、児童が分離され

た状態で教育されていることに鑑み、同じ学校の

校内で生活するのにおかしいのではないかとの異

論が出たことによるものと思われています。小中

一貫校導入がふえていく本市では、小学校から中

学校まで連続性を維持するために、小学校と中学

校の免許状を持った教員が不可欠であると考えま

す。分離教育に対する壁を取り払う教育も必要で

はないでしょうか。この文部科学省の問題提起に

ついて、教育長はどのように考えるでしょうか。

小・中学校両方の免許状を持った教師の採用が本

市でも必要になってきていると思います。ご見解

を伺います。

２点目、小中一貫校と制度化の機運についてで

あります。去る６月３日の毎日新聞の記事により

ますと、文科省では市区町村の判断で公立の小中

一貫校を設置できる制度の導入に向けて検討を始

めたことが書かれています。このことは、強制的

ではありませんが、少人数校の脇野沢のような学

校の統合も促進されることが含まれています。私

があえて小学校の建設見通しを聞いたのは、この

統合の促進を読んだためであります。

また、質問の７点目に同様の制度化に対する質

問をいたしましたが、義務教育機関を弾力的に運

営できれば、場所に応じた教育課程の編成が可能

になります。このことは、政府の教育再生実行会

議で議論中の学制改革の提言にも盛り込まれる見

通しで、同省は来年の通常国会に学校教育法の改

正案を提出する方向にあるとしています。記事に

よると、文科省では小学校の英語教育を小学５年

生から正式教科にすることを検討しており、カリ

キュラム次第で英語教育の系統性、連続性を重視

した英語教育が可能になります。この小中一貫校

の制度化の機運について、まだ未確定な部分も多

々ありますが、教育長はどのようにお考えでしょ

うか。この２点だけ、とりあえずお伺いいたしま

す。

〇議長（山本留義） 教育長。

〇教育長（遠島 進） 再質問にお答えします。

１点目は、小・中学校両方の教員免許状を持っ

た教師の採用についてでありますが、最初にまず

現行の制度についてご説明をいたします。

小学校や中学校の教員として採用されている方

が本来の勤務校以外で勤務をする場合には、まず

県教育委員会に兼務発令の申請書を提出して、承

認していただく必要があります。そのうえで、教

員免許状の所持状況により教科指導ができるの

か、できないのか決まってまいります。例えば中

学校の数学の免許を所持している教員は、小学校

の免許状を所持していなくても小学校の算数の授

業は単独で受け持つことができます。逆に、小学

校の免許状しか持っていない教員は、中学校へ行

っても単独で授業を受け持つことはできないとい

うことになっております。

校舎一体型の川内中学校ブロックにおきまして

は、小・中学校全ての教員が兼務発令を受け、そ

れぞれの教員免許状の所持状況に応じて乗り入れ
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授業や、教員がチームをつくって授業を行うチー

ムティーチング、また習熟度に応じた学習指導な

、 。ど 小・中学校の壁を超えて受け持っております

しかしながら、校舎一体型の小中一貫教育とい

えども、全職員が校種を超えて受け持っているわ

けではなく、また受け持つ必要もありません。た

だ、体育祭などの合同行事における指導に際して

は、小・中学校教員が互いに共同で指導に当たる

ため、全教員で兼務発令を受けているのが実情で

あります。

当市の小・中学校教員が連携して乗り入れ授業

やチームティーチングを実施しているのは、あく

までも小学校５年生から中学校１年生を対象とし

た中期の授業の充実のためであります。このため

市独自に小中一貫教育学習支援員を10名採用し、

既に各ブロックに配置しております。

さらに、川内小学校では、教員の７割が中学校

教員の免許状を所持しているという実態もありま

す。したがいまして、現状でも十分に中期の授業

の充実が図られており、今後改めて小・中学校両

方の教員免許状を所持した教員採用をするまでも

なく、小中一貫教育学習支援員の効果的な活用を

図り、小学校から中学校へのスムーズな連続性を

維持し、小中一貫教育の充実に努めていきたいと

考えております。

次に、２点目の小中一貫校の制度化の機運の高

まりについてお答えいたします。新聞等によりま

すと、文部科学省は来年の通常国会に学校教育法

改正案を提出して、現在全国の自治体が特例的に

導入している小中一貫校を新たな学校種として制

度化する旨の報道がなされています。このような

制度改正により、小・中学校が同じ校舎で９年間

一緒に学び、学校運営も一体化した形で普及させ

たいという意図があるようですが、現時点で当市

で該当するブロックは川内中学校ブロックのみと

なっております。

制度改正により、学校建設にかかわる補助金や

教員の増員など、人的支援が新たに実施され、現

在校舎分離型となっている当市の他ブロックの校

舎一体型への移行が促進されるということであれ

ば大変うれしいことであると考えております。し

かしながら、制度化のみで予算等の恩恵が余り望

めないものであったとしても、当市のように小中

一貫教育にいち早く取り組んでいる自治体にとっ

ては、それぞれの小中一貫教育で目指している目

標の達成に向かって各自治体での裁量で現行の制

度を超えた弾力的な運用ができる部分が広がって

いくことも予想されますので、今後の展開を期待

を込めて見守りつつ、制度化された際に素早く対

応できるように研究を深めていきたいと考えてお

ります。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ９番。

〇９番（東 健而） ご答弁ありがとうございまし

た。

ただいまの答弁を聞いて、別に問題はないと確

信いたしました。

それで、もう一つ学校選択制についてお尋ねし

たいなと思いましたけれども、これはまだ時期尚

早ということでやりません。

最後に、教育は制度化の導入によりまして、こ

れからもどんどん変化していくと思います。です

ので、最良の教育を目指していただきたいと思い

ます。そのことを申し上げまして、東健而の一般

質問を終わります。

〇議長（山本留義） これで、東健而議員の質問を

終わります。

◎散会の宣告

〇議長（山本留義） 以上で本日の日程は全部終わ

りました。
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なお、明６月13日は池光弘議員、鎌田ちよ子

議員、浅利竹二郎議員の一般質問を行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 ３時０３分 散会
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